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　知りたい な ！
　真庭市の財政
����～滞納は許さない
����～市政トピックス
����～お知らせワイド版
����～真庭が好きっ読者の広場
����～ぐるっと真庭まちの話題

健康増進やストレス解消など、幅広い効果
で知られる「ヨーガ」を体験してもらおうと、
生涯学習交流事業ヨーガ教室が��月��日、
落合公民館で開催されました。受講者は、ヨ
ーガ療法士の中島かず江さん（勝山）の指導
のもと、ゆったりとした時間の中で体をほぐし
たり、呼吸や体のバランスを整えました。

何何何何何何
事事事事事事
もももももも

 
何
事
も
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ンン
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がが
大大
切切

バ
ラ
ン
ス
が
大
切
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Ｑ
決
算
っ
て
、
よ
く
聞
く
け
ど
、
ど
ん

　

な
こ
と
を
す
る
の

　

一
年
間
の
、
市
に
入
る
お
金
や
使
い

道
を
予
定
す
る
こ
と
を
「
予
算
」
と
い

う
ん
だ
。
そ
の
予
算
に
対
し
て
、
実
際

に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
っ
た
の
か
、

何
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
ま
と
め
て

確
定
す
る
の
が
「
決
算
」
だ
よ
。

　

市
の
決
算
は
年
度
が
終
わ
っ
た
あ
と

に
監
査
委
員
さ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
決
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
お
金
が
入
っ
て
い
る

か
、
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
、
き
ち

ん
と
処
理
で
き
て
い
る
か
を
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
議
会
で
認
め
ら
れ
て
初

め
て
確
定
す
る
ん
だ
。
そ
の
結
果
が
次

の
年
の
予
算
の
基
準
に
な
る
ん
だ
よ
。

　

そ
れ
で
は
、
真
庭
市
の
一
番
大
き
な

財
布
「
一
般
会
計
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。

Ｑ
家
庭
の
給
料
に
あ
た
る
の
は
何

　

歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
よ
う
。
み

ん
な
の
家
で
は
、
ご
両
親
が
働
い
た
給

料
が
家
庭
の
収
入
の
主
な
も
の
だ
け

ど
、真
庭
市
の
場
合
は
少
し
違
う
ん
だ
。

　

市
独
自
の
収
入
（
自
主
財
源
）
に
は
、

主
に
税
金
が
あ
る
。
税
金
に
も
種
類
が

あ
っ
て
国
税
、
県
税
、
市
税
と
あ
る
け

ど
、
市
に
入
っ
て
く
る
の
は
市
税
。
市

税
は
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど

に
分
け
ら
れ
る
。
家
庭
の
給
料
に
あ
た

る
市
独
自
の
収
入
は
、
約　

億
円
で
全

��

体
の
約　

㌫ 
だ
っ
た
ん
だ
。

��

　

あ
る
日
突
然
、
冷
蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
が
壊
れ
て
お
金

が
必
要
に
、
家
の
ロ
ー
ン
も
残
っ
て
い
る
し
…
。
小
学
�

年
生
の
森
岡
さ
く
ら
さ
ん
（
西
河
内
）
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
か
ら
お
金
の
使
い
道
に
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
、
彼
女
の
お
父
さ
ん
は
真
庭
市
の
財
政
課
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
う
だ
、
友
達
を
誘
っ
て
、
お
父
さ

ん
に
真
庭
市
の
財
政
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
。

��������

 真 庭市 の 財 政
�������������

　

�
月
�
日
〜　

日
に
開
催
さ
れ
た
第
�
回
真
庭
市

��

定
例
議
会
で
平
成　

年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

��

た
。
真
庭
市
の
決
算
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

集まってくれた友達。左上から森岡さくらさん、戸塚早紀さん、山 明日香さん、
左下から森岡 誉さん、山 健太郎さん、神戸健亮さん。「財政の勉強頑張るぞ！」

真庭市役所 財政課
　　森岡和之さん�

　平成��年度の決算状
況から財政を勉強して
みよう。家計と比べると
少し複雑だけど、分かり
やすく説明できるように
頑張るよ。

一般会計歳入・歳出決算額の推移�

約387億�

約356億�
約339億�

約319億�

約351億�

約336億�

約331億�

約319億�
約303億�

約290億�

約387億�

約356億�
約339億�

約319億�
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400億�
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300億�

17 18 19 20（年度）�

約351億�

約336億�

約331億�

約319億�
約303億�

約290億�

歳入�

歳出�
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逆
に
市
以
外
に
頼
っ
て
い
る
収
入

（
依
存
財
源
）
の
主
な
も
の
に
は
、
地
方

交
付
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と
市

債
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国
や
県
、

借
金
な
ど
に
依
存
し
た
収
入
で
全
体
の

　

㌫ 
を
占
め
る
ん
だ
。
中
で
も
多
く
を

��占
め
る
地
方
交
付
税
は
合
併
後　

年
間

��

は
優
遇
さ
れ
て
い
て
、
平
成　

年
度
か

��

ら
は
徐
々
に
減
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
毎
年

予
算
の
規
模
を
小
さ
く
し
て
い
る
ん

だ
。
そ
の
結
果
が
決
算
額
の
推
移
（
�

ペ
ー
ジ
）
の
グ
ラ
フ
に
出
て
い
る
ね
。

Ｑ
お
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

　

歳
出
の
グ
ラ
フ
は
�
つ
あ
る
け
ど
、

分
け
方
が
違
う
だ
け
で
、
ど
ち
ら
も
使

っ
た
お
金
を
表
し
て
い
る
ん
だ
。

　

性
質
別
グ
ラ
フ
で
は
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
と
い

う
毎
年
必
要
な
お
金
を
表
す
「
義
務
的

経
費
」や
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

た
め
の
道
路
や
施
設
の
建
設
を
行
う

「
投
資
的
経
費
」な
ど
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
グ
ラ
フ
な
ん
だ
。

　

左
側
の
目
的
別
グ
ラ
フ
は
、
民
生
費

や
、
土
木
費
と
い
っ
た
分
け
方
で
表
し

て
い
る
ん
だ
。
最
も
多
く
使
っ
た
の
が

民
生
費
、
次
に
公
債
費
、
農
林
水
産
業

費
、総
務
費
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

み
ん
な
に
関
係
す
る
の
は
教
育
費
か

な
、
約　

億
円
使
わ
れ
て
い
る
ね
。

��

　

さ
て
、
次
は
特
別
会
計
を
見
て
み
よ

う
。 

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
）

一般会計歳入・歳出���
決算チェック

依存財源が�割を占める歳入。歳出は前年度より ��億減額

（性質別グラフ）�（性質別グラフ）�（目的別グラフ）�

歳出２８９　億９,１８８万円�

総務費�
32億2,308万円（11.1％）� 人件費�

61億9,482万円（21.4％）�

国庫支出金�
18億2,404万円（6.0％）�

市債�
28億4,444万円（9.4％）�

市税�
52億1,455万円（17.2％）�

繰越金、分担金ほか�
23億1,178万円（7.6％）�

地方交付税�
139億9,651万円（46.2％）�

県支出金�
18億3,704万円（6.1％）�

地方譲与税ほか�
11億6,415万円�

（3.9％）�

維持補修費�
2億789万円�
（0.7％）�

扶助費�
22億6,533万円（7.8％）�

公債費�
49億2,103万円（17.0％）�

物件費�
34億9,717万円（12.1％）�

補助費�
23億8,259万円（8.2％）�

普通建設事業、�
災害復旧費�
52億6,476万円（18.2％）�

繰出金、積立金ほか�
42億5,829万円（14.6％）�

民生費�
57億5,274万円（19.8％）�

農林水産業費�
39億3,371万円（13.6％）�

土木費�
26億6,890万円（9.2％）�

教育費�
28億9,110万円（10.0％）�

公債費�
49億6,473万円（17,1％）�

衛生費�
27億9,487万円（9.6％）�

議会費�
2億7,988万円�
（1.0％）�

労働費�
294万円�
（0.1％未満）�

諸収入�
10億7,944万円�

（3.6％）�

商工費�
5億3,043万円�
（1.8％）�

消防費�
10億8,435万円�
（3.7％）�

災害復旧費�
5,111万円�
（0.2％）�

諸支出金�
8億1,404万円�
（2.8％）�

そ
の
他�

投
資
的
経
費
18 

２
％�

消
費
的
経
費
21
％�

.

義
務
的
経
費
46
２
％�

.

自
主
財
源
　28
４
％�

.

依
存
財
源
　71
６
％�

.

市民一人に
使われたお金

����������

平成��年�月�日人口
������人で算出

市民一人が
支払った市税

�����������

一般会計の決算収支の状況

　歳入から歳出を差し引いた額は
��億�����万円。この額から平成��
年度に事業を繰り越して使う金額
を引いた実質的な収支額は��億
�����万円のプラスとなりました。
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特別会計���
決算チェック

特定の事業を行うための��会計

その他の特別会計

差引額歳出額歳入額会計名
���万円�億�����万円�億�����万円後期高齢者医療

�����万円�億�����万円�億�����万円老人保健
�万円�����万円�����万円介護保険（介護サービス事業勘定）

���万円�億�����万円�億�����万円農業集落排水事業
���万円�億���万円�億���万円浄化槽事業
���万円���万円�����万円分譲宅地事業
���万円�億�����万円�億�����万円津黒高原観光事業
���万円�����万円�����万円クリエイト菅谷事業

�����万円�億�����万円�億�����万円温泉事業

国民健康保険
　加入世帯数は�����世帯、被保険者数は������人で
した。医療費の�割部分を保険給付費として国民健
康保険特別会計から支払っています。

簡易水道事業
　簡易水道・飲料水供給施設の��施設を管理運営し
ています。給水人口は������人で一日平均������
を給水しました。

公共下水道事業
　市内�施設が稼働し�����戸（前年���戸増）が加
入。落合地区で平成��年供用開始に向け、浄化セン
ターの設計および用地買収を実施しました。

歳入�55億3,307万円�

国・県からの補助�
14億5,245万円�
�

一般会計繰入金�
3億553万円�
�

国・県以外からの補助�
24億1,044万円�
�

繰越金ほか�
4億495万円�
�

国民健康保険税�
9億5,970万円�
�

歳出�50億4,492万円�
保険給付費�
34億7,580万円�
�

共同事業拠出金�
5億7,557万円�
�

後期高齢者・前期高齢者・老人保健への拠出金�
6億4,816万円�
�

介護納付金、総務費ほか�
3億4,539万円�
�

歳入�15億5,972万円�

国・県からの補助�
2億431万円�
�

市債（借金）�
4億1,300万円�
�

一般会計繰入金�
4億9,210万円�
�

繰越金、諸収入ほか�
2,335万円�
�

水道使用料など�
4億2,696万円�
�

歳出�15億5,351万円�
施設の維持管理費�
2億3,681万円�
�

基金積立金ほか�
29万円�
�

水道管敷設、老朽管改良にかかる経費�
5億4,496万円�
�

公債費�
7億7,145万円�
�

歳入�21億3,119万円�

一般会計繰入金�
7億6,000万円�
�

市債（借金）�
5億4,860万円�
�

国からの補助�
5億7,970万円�
�

繰越金、諸収入ほか�
6,232万円�
�

使用料および分担金�
1億8,057万円�
�

歳出�21億2,487万円�
施設の維持管理費�
4億5,045万円�
�

処理場建設、下水道管埋設工事の経費�
9億8,273万円�
�

公債費�
6億9,169万円�
�

介護保険
　��歳以上の第�号保険者数������人のうち要介護
者認定者は�����人。要支援・要介護者が受けるサー
ビスにかかる保険給付は�������件でした。

歳入�44億2,621万円�

県からの補助�
5億9,814万円�
�

介護保険料（40～64歳）�
12億3,447万円�
�

一般会計繰入金�
6億4,259万円�
�

介護保険料（65歳以上）�
6億8,358万円�
�

繰越金、諸収入ほか�
1億6,337万円�
�

国からの補助�
11億406万円�
�

歳出�43億4,118万円�
保険給付費�
38億9,761万円�
�

総務費、諸支出金ほか�
2億1,601万円�
�

地域支援事業�
1億605万円�
�

基金積立金�
1億2,151万円�
�

いっぱい
あるなぁ
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Ｑ
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
財

　

布
に
分
か
れ
て
い
る
の

　

真
庭
市
の
通
常
の
出
し
入
れ
を
す
る

お
金
は
一
般
会
計
だ
け
ど
、
特
定
の
事

業
の
た
め
に
使
う
お
金
は
特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計
に
分
か
れ
て
い
る
ん
だ

よ
。
本
来
は
一
本
の
会
計
で
処
理
す
る

こ
と
が
理
想
な
の
だ
け
れ
ど
、

真
庭
市
は
い
ろ
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
、
一
つ
の
会

計
で
は
か
え
っ
て
複
雑
に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
な
ん
だ
。

　

特
別
会
計
に
は　

、
公
営

��

企
業
会
計
に
は
�
会
計
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
以

外
に
、
お
金
は
使
え
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
よ
。

Ｑ
特
別
会
計
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ

　

る
の
で
す
か

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、
加

入
者
の
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
国

民
健
康
保
険
、
介
護
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
保

健
、
み
ん
な
も
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
を

供
給
す
る
水
道
事
業
、
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
下
水
道
事
業
な
ど
、収
入
・
支

出
が
大
き
な
会
計
は
、
決
算
を
グ
ラ
フ

に
し
て
み
た
よ
。
会
計
を
分
け
る
こ
と

で
、
お
金
の
出
入
り
が
よ
く
分
か
る
ん

だ
。
そ
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
は

　

歳
以
上
の
人
の
医
療
給
付
、
温
泉
事

��業
は
湯
原
地
区
の
湯
本
温
泉
館
、 

足 
温

た
る

泉
館
を
運
営
す
る
会
計
な
ん
だ
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
で
民

間
の
企
業
会
計
と
同
じ
方
式
を
と
っ
て

い
る
。
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
収
益

的
収
支
、
施
設
の
建
設
な
ど
を
行
う
資

本
的
収
支
に
分
か
れ
て
い
る
よ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
は
、
利
用
料
や

保
険
料
な
ど
で
ま
か
な
え
な
い
部
分
の

お
金
は
、
国
の
基
準
に
沿
っ
て
、
一
般

会
計
の
お
金
を
渡
し
て
い
る
ん
だ
。
一

般
会
計
と
特
別
会
計
は
親
密
な
関
係
な

ん
だ
よ
。

公営企業会計���
決算チェック

独立採算の� 会計

　自治体でも法律で収益が認められている企

業会計です。独自の収入で経費をまかなう独

立採算が原則の会計です。

※資本的収支額が資本的支出額に対して不足した額
　については、損益勘定留保資金などで補てんされ
　ています。

水道事業会計
　落合･久世･勝山地区で行わ
れている上水道事業。給水 
人口は������人で一日平均
������を給水しました。

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�����万円水道事業収益
�億���万円水道事業費用
�����万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�����万円資本的収入
�億�����万円資本的支出
△�億�����万円差引額

農業共済事業会計
　水稲共済加入者は�����人
で引受面積は�������。家畜引
受頭数は�����頭。果樹・畑作
などの加入者は���人。

収益的収支（共済事業）

�億�����万円共済事業収益
�億�����万円共済事業費用

���万円差引額
資本的収支（施設建設などの収支）

�円資本的収入
�円資本的支出
�円差引額

湯原温泉病院事業会計
　病床数は���床で入院は年間
延べ������人。外来は年間延べ
 ������人（うち診療所�����人）
が訪れました。

収益的収支（経常収支）

��億�����万円病院事業収益
��億�����万円病院事業費用

�����万円差引額
資本的収支（施設建設などの収支）

�億�����万円資本的収入
�億�����万円資本的支出
△�����万円差引額

なっとく！
一般会計と特別会計は
親子みたいね

「へぇ～」財政って結構おもしろい
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Ｑ
財
産
っ
て
お
宝
い
っ
ぱ
い
っ
て
こ
と

　

財
産
は
お
金
だ
け
で
な
く
、
市
が
持

っ
て
い
る
土
地
や
建
物
、
証
券
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
も
の
が
あ
る
ん
だ
。

　

基
金
と
い
う
の
は
家
計
で
は
貯
金
に

あ
た
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の

た
め
に
積
み
立
て
た
総
額
は
約
�
�
�

億
円
。
中
で
も
財
政
調
整
基
金
は
財
政

の
た
め
の
基
金
で
、
将
来
お
金
が
足
り

な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
て
、
約　

億
円
た
ま
っ
た
よ
。

��

Ｑ
借
金
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

　

借
金
の
総
額
は
約
�
�
�
億
円
で
、

市
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
、
な
ん
と

約
�
�
�
万
円
。
な
ぜ
、
借
金
を
す
る

の
か
と
い
う
と
、
下
水
・
水
道
、
学
校

な
ど
の
設
備
は
将
来
も
ず
っ
と
利
用
す

る
も
の
な
の
で
、
お
金
を
借
り
て
ゆ
っ

く
り
返
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
将
来
利
用

す
る
人
に
も
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
る
ん
だ
。
ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
借
金
の
約
半
分
は
、
さ
っ
き
勉
強
し

た
地
方
交
付
税
に
な
っ
て
市
の
収
入
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
。
交
付
税
に
な
っ
て

戻
っ
て
く
る
種
類
の 
起  
債 
を
借
り
る
よ

き 

さ
い

う
心
が
け
て
い
る
ん
だ
よ
。

財産（基金など）���
決算チェック

市の貯金は約���億円

公有財産

���������������土地

�����������建物

���������������面積
山林

����������立木の推定蓄積量

�億���万円有価証券

�億�����万円出資による権利

�億�����万円出捐による権利

�����万円拠出金による権利

���万円寄託金による権利

車輌

���台公用車などの車両台数

債券

�億�����万円育英貸付金などの貸付金

基金

��億�����万円財政調整基金

�億�����万円減債基金

�億�����万円土地開発基金

�億���万円振興基金

�億���万円庁舎建設基金

�億�����万円養護老人ホーム施設整備基金

�億�����万円国民健康保険事業基金

�億�����万円介護給付費準備基金

�億�����万円下水道償還基金

��億�����万円その他

���億���万円基金合計

負債���
決算チェック

起債残高は���億�� ���万円

起債残高 （主な起債の種別を掲載）

���億���万円一般会計
��億�����万円
��億�����万円
��億�����万円
��億�����万円
��億�����万円
��億�����万円
��億�����万円

学校教育施設等整備事業債
一般廃棄物処理事業債
合併特例事業債
臨時地方道整備事業債
過疎対策事業債
臨時財政対策債
公営住宅建設事業債

��億�����万円簡易水道事業特別会計
��億�����万円
�億�����万円
�����万円
�����万円

簡易水道事業債
過疎対策事業債
辺地対策事業債
国の補正予算債

���億�����万円公共下水道事業特別会計
���億�����万円
�億���万円
　���万円

下水道事業債
過疎対策事業債
岡山県市町村振興資金

��億�����万円農業集落排水事業特別会計
��億�����万円
�億�����万円

下水道事業債
過疎対策事業債

�億�����万円浄化槽事業特別会計
�億�����万円
�億�����万円

下水道事業債
過疎対策事業債

�億�����万円津黒高原観光事業特別会計
�億�万円

　�����万円
過疎対策事業債
岡山県市町村振興資金

��億�����万円水道事業特別会計
��億�����万円
�億�����万円

上水道事業債
簡易水道事業債（統合前）

��億�����万円湯原温泉病院事業会計
��億�����万円
�億�����万円

病院事業債
過疎対策事業債

起債残高の推移�

16 17 18 19 20（年度）�
650億�

700億�

750億�

約706億� 約700億�
約718億� 約718億�

約698億�

財政調整基金の推移�

16 17 18 19 20（年度）�
20億�

30億�

40億�

50億�

約28億�

約37億�
約42億�

約49億�
約56億�

60億�

一人���万円は重～い
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Ｑ
借
金
が
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど
、
真
庭
市

　

は
大
丈
夫
？

　

確
か
に
一
人
あ
た
り
の
借
金
約
�
�

�
万
円
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
ね
。
真
庭
市
の
財
政
が
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
分
か
る
指
標
が
あ

る
ん
だ
よ
。

　

財
政
力
指
数
は
歳
入
の
自
主
財
源
が

少
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
低
い
数
値

に
な
る
。
経
常
収
支
比
率　

・
�
㌫ 
と
い

��

う
の
は
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
残
り

の　

・
� 
㌫ 
と
い
う
意
味
な
ん
だ
。
ま

��
た
、
財
政
健
全
化
法
施
行
に
よ
る
健
全

化
判
断
比
率
で
は
、
借
金
の
返
済
終
了

が
多
か
っ
た
た
め
、
将
来
負
担
比
率
は

昨
年
よ
り
改
善
し
た
ね
。
で
も
、
い
く

ら
改
善
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
財
政
の

状
況
は
依
然
厳
し
い
ね
。

　

今
後
、
収
入
が
増
え
る
こ
と
は
期
待

で
き
な
い
け
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
限
ら
れ
た
お
金
で
大

き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
な
ん

だ
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況
だ
け

ど
、
市
の
発
展
の
た
め
に
、
職
員
と
し

て
希
望
を
持
っ
て
明
る
い
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
る
よ
。

健全化判断比率���
決算チェック

将来負担比率は改善

財政力指数���
決算チェック

前年度とほぼ横ばいの �. ���

経常収支比率���
決算チェック

��� �%だが油断は禁物

　普通交付税を算定する上での基準財政収入額を基
準財政需要額で割った過去�年間の平均値。この指
数が高いほど自力（財政力）があり、指数が低いほ
ど国への依存度が強いといえます。

0 1

指数が高いほど財政力がある施�

真庭市�
0.359

新見市�
0.263

高梁市 0.332美作市 0.280

津山市�
0.592

全国類似団体平均�
0.720（H19）�

16 17 18 19 20（年度）�

0.40

0.290
0.312

0.335
0.357 0.359

0.25

0.30

0.35

　人件費など毎年必要とする経費（家庭でいえば食
費や光熱水費などの生活費）を比較的安定している
収入で割った指数。比率が低いほど、財政にゆとり
があるといえます。

16 17 18 19 20（年度）�

100％�

85％�

90％�

95％�

97.0

91.0

93.5
91.9

88.4

100％� 75％�

率が低いほど財政にゆとりがある施�

真庭市 88.4
新見市 89.0

高梁市 90.7

美作市�
 92.7

津山市96.7

全国類似団体平均 88.2（H19）�

　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、悪化
した団体に対して早期に健全化を促すことを目的と
した「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が施行されました。真庭市の健全化判断比率・資金
不足比率は下記の通りで、すべて早期健全化基準を
下回っています。

財政再生
基準

早期健全
化基準

真庭市健全化判断比率（％）

����
�����
（�����）

―

実質赤字比率
一般会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる
比率

����
�����
（�����）

―

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字か
ら財政運営の深刻度を
みる比率

��������
����
（����）

実質公債費比率
借金の返済額などの大
きさから資金繰りの危
険度をみる比率

�����
�����
（�����）

将来負担比率
市が抱える負債の残高
から将来の財政への圧
迫度をみる比率

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示、
　かっこ内は昨年度の数値。

早期健全化
基準

真庭市資金不足比率（％）

����―

資金不足比率
特別会計（��会計）の資
金不足割合から経営状
況の深刻度をみる比率

し
っ
か
り
ね
！

近隣市の状況　　　　　　　　　　　   　 （％）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は該当がありま
　せん。

津山市美作市高梁市新見市

����������������実質公債費比率

��������������������将来負担比率
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真
庭
市
の
財
源
確
保
や
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
滞
納

が
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年　

月
、「
市
税
等
滞
納
整
理
対

��

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
副
市
長
を

本
部
長
に
、
行
政
改
革
審
議
監
や

各
関
係
所
属
部
長
、
次
長
な
ど　
��

名
で
組
織
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
部

組
織
と
し
て
、
対
策
部
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
、
全

庁
的
に
収
納
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
対
策
部
会
に
は
、
実
際

に
徴
収
業
務
を
所
管
し
て
い
る
部

署
の
課
長
ク
ラ
ス　

名
が
所
属
。

��

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
主
に
滞

納
額
の
多
い
部
署
の
担
当
者
�
名

で
組
織
し
、
納
税
者
（
納
付
義
務

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
や
使
用
料
、
償
還
金
、
負
担

金
な
ど
の
滞
納
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
本
来
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
財
源
と
な
り
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
生
か
さ
れ
る
は
ず
の
約　
��

億
�
千
万
円
（
平
成　

年
決
算
）

��

が
未
収
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
、
市
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
の
一
般
税
が
約
�
億
�
千

万
円
、
国
民
健
康
保
険
税
が
約
�

億
�
千
万
円
、
水
道
使
用
料
な
ど

が
約
�
億
�
千
万
円
、
市
営
住
宅

の
使
用
料
が
約
�
千
百
万
円
、
こ

の
ほ
か
に
も
保
育
料
や
住
宅
資
金

貸
付
金
の
償
還
金
、
介
護
保
険
料

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
入
未
済
額
は
昨
年

に
比
べ
て
約
�
千
万
円
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
財
源
の
確

保
に
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
市
税
な
ど
の
滞
納
の
解
消
が
不
可
欠
で

す
。
納
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
人
と
の
負
担
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

病
気
、
失
業
、
著
し
い
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
困
窮
す
る

な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
市
民
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、市
で
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
よ 
り
�
千
万
円
増
加

   
真
庭
市
市
税
等
滞
納
整
理
対
策
基
本
方
針
策
定

滞滞
納納
滞
納 
ををををを 

許許
ささ
なな
いい

許
さ 
な
い
�
�
�
�
�
�
�
��

��
��
��
��
�

��全
庁
を
挙
げ
て
収
納
対
策
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を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
ま

し
た
。
税
務
署
や
県
民
局
税
務
部

と
も
連
携
す
る
中
で
、
差
し
押
さ

え
の
強
化
や
法
的
な
根
拠
も
視
野

に
入
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限

も
検
討
し
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対

し
て
は
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

各
部
署
の
具
体
的
な
活
動
指
針

と
し
て
、「
徴
収
嘱
託
職
員
の
一 

層
の
活
用
」「
自
宅
訪
問
や
督
促 

電
話
の
強
化
」「
財
産
調
査
の
拡

大
」「
分
割
納
付
へ
の
誘
導
」「
給

水
停
止
の
規
定
の
見
直
し
」
な
ど

を
実
施
す
る
中
で
、
向
こ
う
�
年

間
の
収
納
率
や
収
納
額
の
具
体
的

な
数
値
目
標
を
設
定
し
、毎
年
、実

績
と
比
較
検
証
す
る
な
ど
、
全
庁

を
挙
げ
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

 「納税は、教育、勤労と並ぶ国民の義
務です。国や県、市町村は、この税金
によって運営されています。市民生活
や福祉の向上、安全安心のための基盤
整備、教育施策など、多くの市民サー
ビスは、この税金によって賄われてい
ます。しかし、近年の経済不況や納税
意識の希薄化などにより、収入未済額
が増加しています。悪質な滞納者に対
しては、差し押さえの強化など、厳し
い姿勢で臨みます。市の財源確保と市
民サービス向上のため、皆様のご理解
ご協力をお願いいたします。」

悪質な滞納者には厳しい姿勢で

者
）の
利
便
性
向
上
の
た
め
、閉
庁

日
で
あ
っ
て
も
市
役
所
や
コ
ン
ビ

ニ
で
税
金
な
ど
が
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
収
納
窓
口
の
拡
大
に
つ
い

て
調
査
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

対
策
本
部
で
は
今
年　

月
、
市

��

税
な
ど
の
滞
納
を
整
理
す
る
指
針

と
し
て
、「
真
庭
市
市
税
等
滞
納
整

理
対
策
基
本
方
針
」を
策
定
し
、そ

の
具
体
的
な
活
動
と
各
課
が
目
指

す
数
値
目
標
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
滞
納
整
理

の
強
化
と
、
滞
納
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
納
税
者
、
あ
る
い
は

納
付
義
務
者
の
利
便
性
の
向
上
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
負
担
の

公
平
性
お
よ
び
自
主
財
源
の
確
保

滞
納
整
理
の
指
針
を
策
定

真
庭
市
市
税
等
滞
納
整
理
対
策
本
部
長

（
真
庭
市
副
市
長
）　

須
田  
実

収入未済額�　市税の現・過年度別の動き� 収入未済額�　市税の内訳（年度別）�

収入未済額�真庭市決算でみる全体数値の動き�
収入未済額�　国保税の現・過年度別の動き�

収納率�市税・国保税の現・過年度別の動き�

※上５つグラフは、収入未済額全体の内、約半分を占める「市税」と「国民健康保険税」の額や収納率の動向について調査し
たものです。グラフ中の「現年度」とは対象年度に新しく発生したものが対象で、「過年度」とは対象年度の前年度までに
積み残されたものを表しています。�
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3億円�

2億円�

1億円�

0
平成18年度�

現年度�
1億2,902万円�

過年度�
1億6,959万円�

平成19年度� 平成20年度�

2億9,861万円�

現年度�
1億99万円�

過年度�
2億4,187万円�

3億4,286万円�

現年度�
1億893万円�

過年度�
2億8,400万円�

3億9,293万円�

2.5億円�

2億円�

1.5億円�
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0
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0
平成18年度�

現年度�
6,384万円�

過年度�
1億2,107万円�

平成19年度� 平成20年度�

平成18年度� 平成19年度� 平成20年度� 平成18年度� 平成19年度� 平成20年度�

市税�

1億8,491万円�

現年度�
6,863万円�

過年度�
1億3,665万円�

2億528万円�

現年度�
6,757万円�

過年度�
1億5,630万円�

2億2,387万円�

（％）� 市民税�
（現年度）�

市民税�
（過年度）�

国保税�
（現年度）�

国保税�
（過年度）�

97.38

95.24

23.42

21.04

98.14

94.84

21.64

14.83

97.94

93.37

19.39

13.42

国民健康保険税�

住宅新築資金貸付等�

水道使用料等�

市営住宅�

真庭ひかりネットワーク�

保育料�

介護保険料�

奨学金貸付金�

下水道使用料等�

その他�
（湯原温泉病院、�
  農業共済など）�

11億1,931万円�

10億7,377万円�

11億6,380万円�

平成��年度平成��年度平成��年度区分

�����������円�����������円�����������円市民税

�����������円�����������円�����������円固定資産税

����������円����������円���������円軽自動車税

�円�円�円市町村たばこ税

�円�円�円鉱産税

������円������円������円特別土地保有税

�������円�������円�������円入湯税

�����������円���������		円���������		円合　　計
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協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
真
庭
市
で

は
、
昨
年
ま
で
の
�
年
間
、「
地
域
づ
く
り
養
成
講

座
」
を
開
催
し
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人

を
対
象
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
行
わ
れ
た
の

が
こ
の「
地
域
づ
く
り
研
修
会
」。
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
ら
が
直
面
す
る
複
雑
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
実
践
的
な
技
能
の
習
得
を

目
指
す
と
い
う
も
の
。
研
修
会
初
日
に
は
、
参
加

し
た
�
地
域
自
主
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
紹
介
。
各
団
体
が
抱
え
る
問
題
点
や
苦

労
話
な
ど
を
出
し
合
い
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
�
日
目
は
、
地
域
づ
く
り
の
先
進
地
で

あ
る
鳥
取
県
智
頭
町
を
視
察
。
最
終
日
は
、
こ
れ

ま
で
の
研
修
を
生
か
し
て
、
地
域
発
展
に
つ
な
が

る
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
お
よ
び
地
域
自
主
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
し
た
「
真
庭
市
地
域
づ

く
り
研
修
会
」
が
�
月　

日
、　

日
、　

月
�
日

��

��

��

の
�
日
間
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
や
鳥
取
県
智
頭

町
で
行
わ
れ
、
市
内
の　

団
体
か
ら
延
べ
�
�
�

��

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各地域の代表らがこれまでの取り組
みを紹介。その内容への質問などを
ポストイットを使って取りまとめ、市内
先進地を参考に意見交換を行いました
（勝山文化センター�/��）

平成��年度 地域づく り 研究会

地域づくりを
ゼロから考えよう

先進的な取り組みを行う五月田集落を
視察 （鳥取県智頭町 �/��）

大学生と交流事業を行っている中島集落
での研修 （鳥取県智頭町�/��）

グループごとに話し合いの内容を発表
（勝山文化センター��/�）

今後の目標を定め、
今回の研修で得た
こと、地域で不足し
ていること、活動を
より良くするため
の方策など地域力
の向上について、 � 
グループに分かれて
話し合いました
（勝山文化センター
��/�）
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多くの関係者や保護者の見守る中、元気いっぱい
の踊りを披露する落合ひまわり保育園の園児

「はい、あ～んして」歯科相談コーナーでは口腔
内カメラを使ってお口の中をじっくり診断

栄養委員さんによる箸の使い方コーナー。
上手に箸が使えたかな？

　妊娠中、子育て中の家族を応援するイベント「おぎゃっ

と��ｉｎ真庭」が、��月��日、勝山文化センターで開催され、

約�千人の家族連れらでにぎわいました。

　はぐくみ岡山実行委員会が主催するこのイベントは、「心

とからだ、より豊かにより健やかに」をテーマに、社会全

体で子育てを支援しようという想いが込められています。

勝山文化センター全館を使った会場には、むし歯予防など

の相談コーナーやおもちゃの病院、子育て川柳の展示、食

育ＰＲコーナーなどが所狭しとならび、メインステージで

は�Ｂ体操やバルーンショーなどが人気を集め、訪れた家

族らは思い思いに多彩なイベントを楽しんでいました。

「ハイポーズ！」カバヤ食品
ブースの「カバ車」前では、
たくさんの子どもたちが記
念撮影をしていました。

主催：はぐくみ岡山実行委員会
　　  （岡山県・真庭市・山陽新聞社会
　　　事業団・山陽新聞社）
共催：（社）真庭青年会議所

真庭�in 



市政に関する動きの一部を紹介します

������環境衛生リーダーが集い、学ぶ
環境衛生民間指導者研修
会（�岡山県環境衛生協
会主催）が勝山文化セン
ターで開かれ、美作地区
の環境衛生リーダー 約 �� � 
人が参加。功労者表彰や
「環境を考えよう」と題
した講演会が行われまし
た。

������久世生涯学習講演会が��周年
地域の生涯学習に対する
機運を高めようと始まっ
た久世生涯学習講演会が
��年を迎えました。この
日久世エスパスホールで
は、タレントのイーデスハ
ンソン氏が約���人を前
に、よりよい人生を送る秘
訣について語りました。

������地域安全のため市内を巡回
全国地域安全運動初日の
 ��日、真庭警察署で地域
安全パトロール出発式が
行われました。参加した
地域安全推進員や少年警
察協助員、真庭署員など
約��人は防犯意識を再確
認。地域安全のためパト
ロールに出発しました。

真庭市消防本部の職員意
見発表会が開催されまし
た。業務で感じた課題や
諸問題などを自由に発表
することで、消防業務へ
の知識の研鑽や意識の高
揚を図るというもの。成
績上位者から順次、県大
会へ出場します。

生産者と消費者との交流
や、市の農産品の紹介を
目的とする真庭ふれあい
農業体験（農林振興課主
催）が蒜山地域で開催さ
れました。��人の参加者
は生産者のハウスで収穫
したミニトマトをジュー
スにして味わいました。

��
�����き

�����とれたてトマトの甘さに驚き

第�

回
岡
山
県
畜
産
共
進
会

��
和
牛
部
門
で
真
庭
の
牛
が
頂
点

　

県
内
の
優
れ
た
牛
が
一
堂
に
会
し
、
発
育

状
態
や
容
姿
の
充
実
度
な
ど
を
競
う
「
岡
山

県
畜
産
共
進
会
」
が　

月　

日
、
全
農
岡
山

��

��

県
本
部
総
合
家
畜
市
場
（
草
加
部
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
真
庭
市
か
ら
は
和
牛　

頭
（　

��

��

頭
中
）、
乳
用
牛　

頭
（
�
�
�
頭
中
）
が
出

��

品
さ
れ
、
和
牛
の
部
に
出
品
さ
れ
た
佐
山
布

久
江
さ
ん
（
種
）
の
愛
牛
が
、
見
事
和
牛
の

部
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は

同
会
場
で
�
�
�
�
畜
産
物
フ
ェ
ア
岡
山
も

開
催
。
朝
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

審査の様子（左）をかたずを呑んで見守る農家や見物客

真
庭
市
・
三
朝
町
消
防
連
合
演
習

県
境
を
越
え
て
有
事
に
対
応

　

消
防
応
援
協
定
（
平
成　

年
�
月　

日

��

��

締
結
）
を
結
ぶ
真
庭
市
と
鳥
取
県
三
朝
町

の
消
防
団
に
よ
る
消
防
合
同
演
習
が
、　

��

月
�
日
、
蒜
山
別
所
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
境
付
近
か
ら
林
野
火
災
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
始
ま
っ
た
訓
練
に
は
、
消

防
団
や
消
防
署
員
な
ど
�
�
�
人
が
参

加
。
地
上
か
ら
は
消
防
車
延
べ　

台
で
、

��

そ
し
て
空
中
か
ら
は
両
県
の
消
防
防
災
ヘ

リ
�
機
で
消
火
に
あ
た
り
、
参
加
者
は
各

自
の
役
割
や
、
互
い
の
連
携
方
法
な
ど
に

つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

水を中継するなどし、広範囲に散水する団員や消防署員

Maniwa ��

�����消防職員�名が意見発表



お 問 い 合 わ せ は 各 担 当 部 局 へ �

接
触
を
断
ち
切
る
こ
と
は
不
可
能

予
防
法
の
習
慣
化
で
被
害
を
最
小
限
に

感
染
経
路
は
大
き
く
�
つ

　

「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」
は
予
防
方
法

の
基
本
で
す
が
、
き
ち
ん
と
行
わ
な
け
れ

ば
効
果
が
減
少
し
ま
す
。
こ
こ
で
「
理
想

の
手
洗
い
」
を
紹
介
し
ま
す
の
で
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
手
洗
い
や
う
が

い
は
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
後
は
欠
か
さ
ず
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
が

触
れ
る
よ
う
な
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
消
毒
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。（
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
な
ど
は
薬
局
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
入
手
で
き
ま
す
）

　

マ
ス
ク
は
、
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
ウ
イ

ル
ス
を
飛
散
さ
せ
な
い
効
果
も
あ
り
ま
す
。

咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
と
も

限
り
ま
せ
ん
。
早
め
の
予
防
と
拡
大
防
止

の
た
め
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
電

話
を
し
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
受
診
時
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
予
防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
は

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
情
報
が
確
定
次
第
、
随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
告
知
放
送
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

手
洗
い
、う
が
い
が
感
染
予
防
の
基
本

マ
ス
ク
の
着
用
も
効
果
的

に
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
防
ぎ
、
拡

大
を
防
止
す
る
に
は
、
予
防
接
種
な
ど
と

あ
わ
せ
、
予
防
方
法
を
習
慣
化
さ
せ
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
、
目

に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
を
完
全

　

今
、
世
間
を
恐
怖
に
陥
れ
て
い
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
従
来
か
ら
あ
る
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
主
な
感
染
経

路
は
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

・
飛
沫
感
染
…
咳
や
く
し
ゃ
み
で
つ
ば
な

　

ど
と
共
に
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸

　

い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

・
接
触
感
染
…
感
染
者
の
手
に
付
い
た
ウ

　

イ
ル
ス
が
、
手
や
物
を
介
し
て
付
着
す

　

る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
空
気
が
乾
燥
す
る
よ
う
に
な
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
拡
大
が
一
層
心
配
さ
れ

ま
す
。正
し
い
予
防
方
法
を
習
慣
づ
け
、感
染
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

�問
 
 
健
康
福
祉
部  
子
育
て
健
康
推
進
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



���������	

※手洗い後、消毒用アルコール製剤を使えば、ウイルスは

ほぼ死滅します。（ただし、効果が十分に得られるよう、手

の水分を十分にふき取ってから行ってください）

④
指
の
間
も
て
い
ね
い
に

④
指
の
間
も
て
い
ね
い
に

①
手
の
ひ
ら
を
強
く
合
わ

①
手
の
ひ
ら
を
強
く
合
わ

せ
、
力
強
く

　

せ
、
力
強
く

⑤
親
指
も
ギ
ュ
ッ
と
ね
じ

⑤
親
指
も
ギ
ュ
ッ
と
ね
じ

り
洗
い

　

り
洗
い

②
手
の
甲
を
伸
ば
す
よ
う

②
手
の
甲
を
伸
ば
す
よ
う

に

　

に

⑤
手
首
も
忘
れ
ず
に

⑤
手
首
も
忘
れ
ず
に

③
指
先
で
円
を
描
き
、
指

③
指
先
で
円
を
描
き
、
指

先
や
爪
の
間
も

　

先
や
爪
の
間
も

���Maniwa
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岡
山
県
お
よ
び
真
庭
市
で
は
、
岡
山
県
産
の
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
岡
山
の
森
林
を

適
正
に
管
理
・
保
全
し
、
健
全
な
森
林
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、
県
産
乾
燥
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
を
新
築

す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り
推
進
事
業
」

は
、
岡
山
県
の
補
助
金
交
付
の
採
択
を
受
け

た
人
に
、
真
庭
市
が
上
乗
せ
補
助
す
る
形
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
木
の
香
り
あ
ふ
れ
る
、

安
全
で
快
適
な
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

【
�
】岡
山
県
の
補
助
を
受
け
る
に
は

　

岡
山
県
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
新
築
す
る
延
床
面

　

積　

平
方 
㍍ 
以
上
の
一
戸
建
て
木
造
住
宅

��

②
柱
や
梁
な
ど
の
主
要
な
構
造
部
分
に
県
産

　

乾
燥
材
を
�
立
方 
㍍ 
以
上
使
用
す
る
住
宅

※
県
産
乾
燥
材
と
は
、
県
の
「
木
材
業
者
等

　

登
録
」
を
受
け
て
い
る
製
材
業
者
が
製
材

　

し
た
国
産
製
材
品
の
う
ち
、
含
水
率
が　
��

　

㌫ 
以
下
の
製
材
品

③
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
済
証
の

　

交
付
日
、
ま
た
は
建
築
工
事
届
の
受
領
日

　

が
、
平
成　

年
�
月
�
日
以
降
の
住
宅

��

④
主
要
構
造
部
材
の
施
工
が
完
了
し
、
平
成

　
　

年
�
月　

日
ま
で
に
主
要
構
造
部
材
の

��

��

　

現
地
確
認
が
可
能
な
住
宅

　

な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間　

申
し
込
み
が
�
�
�
戸
に
達
し

　

次
第
終
了（
�
月　

日
現
在
で
�
�
�
戸
）

��

※
棟
上
げ
の　

日
前
ま
で
に
申
し
込
み

��

補
助
金
額　

一
戸
あ
た
り　

万
円

��

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
森
林
企

画
課
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）
に
問

��

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
岡
山
県
林
政
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp：
//w
w
w
.p
re
f.o
k
a
y
a
m
a
.

jp
/s
o
s
h
ik
i/d
e
ta
il.h
tm
l？
lif_
id
=�
�
�

��

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
�
】真
庭
市
の
補
助
を
受
け
る
に
は

　

真
庭
市
内
に
建
築
す
る
住
宅
が
岡
山
県
事

業
の
補
助
金
交
付
の
採
択
を
受
け
た
場
合
、

一
戸
あ
た
り　

万
円
を
助
成
し
ま
す
。

��

　

市
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、
県
と
は
別
に

市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
農
林
振
興

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
 
産
業
観
光
部  
農
林
振
興
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年　

月
よ
り
、
離
職
者
で
あ
っ
て
就
労

��

��

能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、
住
宅

を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
�
カ
月
間
を
限
度
と
し
て
住

宅
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

申
請
時
に
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
�
年
以
内
に
離
職
し
た
人
。

②
離
職
前
に
、自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃
金
を
得
て
、

主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
人
。

③
就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
が
あ
り
、
公
共
職

業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、
常
用
就

職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
う
人
。

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
喪
失
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
人
。（
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

人
は
、
左
記
⑤
、
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、
賃
貸

住
宅
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
人
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
人
。

※
一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を
一

と
す
る
同
居
の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
単
身
世
帯
…
�
万
�
千

円
、
複
数
世
帯
…　

万
�
千
円
）

��

⑥
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金
の
合

計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

単
身
世
帯
…　

万
円
、
複
数
世
帯
…
百
万
円

��

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
な
ど
に
対
す
る
雇
用
施

策
に
よ
る
貸
付
ま
た
は
給
付
、
そ
の
ほ
か
自
治

体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸
付
ま
た
は
給
付
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
人
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
部 
福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

安
全
で
快
適
な

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く 
り
を
応
援

安
心
で
快
適
な
家
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�

�

�
�
�

離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
し
た
、ま
た
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
へ

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業



「補聴器を購入して、仲間との意思の疎通が
楽になりましたね」ゲートボールをプレイする
松本美義さん（上河内）

　

真
庭
市
で
は
、岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り
、真
庭
市「
補
聴
器
無
料
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。「
最
近
、聞
こ
え
が
悪
く
困
っ
て
い
る
」、「
補
聴
器
を
買
っ
た
け
ど
、効
果
が
思
う

ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
」な
ど
、「
聞
こ
え
」や「
補
聴
器
」に
関
す
る
相
談
に
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

　

最
近
、「
人
の
話
が
よ
く
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
聞
こ
え
の
低
下
に
伴
い
、
生
活

に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、補
聴
器
を
買
っ
て
は
み
た
も
の
の
、

雑
音
ば
か
り
で
効
果
が
思
う
ほ
ど
感
じ
ら
れ

ず
、「
こ
ん
な
も
の
か
」
と
あ
き
ら
め
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

補
聴
器
は
、
き
ち
ん
と
装
用
さ
れ
、
リ
ハ

ビ
リ
を
重
ね
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
当
事
者
に
よ
る
体
験
談
は
、
補
聴
器
の

購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す

で
に
補
聴
器
を
お
持
ち
の
人
に
と
っ
て
も
参

考
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
聞
こ
え
が
悪
い
と
、
意
思
の
疎
通
が

困
難
に
な
り
、周
囲
か
ら
孤
立
し
が
ち
に
…
。

　

今
回
の
相
談
会
は
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
同

士
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成　

年　

月
�
日
�

��

��

　

午
前
�
時　

分
〜
正
午

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
容

・
当
事
者
に
よ
る
体
験
談
と
補
聴
器
装
用
の

　

ア
ド
バ
イ
ス

・
補
聴
器
販
売
店
会
岡
山
部
会
に
よ
る
補
聴

　

器
説
明

・
個
別
補
聴
器
相
談

主
催　

岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

協
力　

�
岡
山
県
難
聴
者
協
会
、
真
庭
市

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

F A X

�問
 
 
健
康
福
祉
部  
福
祉
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

「
聞
こ
え
」「
補
聴
器
」に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�

主催　厚生労働省、内閣府

��
お
か
し
い 
���
心
配
�と 
感
じ
た
ら

迷迷迷迷迷迷
わわわわわわ
ずずずずずず

迷
わ 
ず 
連
絡 
し
て
く 
だ 
さ 
い

�
連
絡
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

津
山
児
童
相
談
所　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

※
連
絡
し
た
人
の
名
前
は
決
し
て
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

真
庭
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

虐
待
の
サ
イ 
ン
を
見
逃
さ
な
い
で
！

「
不
自
然
な
傷
が
多
い
」「
身
体
、衣
類
が
非
常
に
不
潔
」

「
子
ど
も
の
た
た
か
れ
る
音
や
、泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
」な
ど
。
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保
育
対
象
年
齢

�
市
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現
在

��

　

で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

※
二
川
へ
き
地
保
育
所
は
、
平
成　

年
�
月

��

　

�
日
現
在
で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

�
私
立
保
育
園
（
愛
慈
園
）
…
平
成　

年
�

��

　

月
�
日
現
在
で
生
後
�
カ
月
か
ら
就
学
前

　

ま
で

休
園
日　

　

日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

保
育
時
間　

�
通
常
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

　

土
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

　
　

分
ま
で

��
�
延
長
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

　

土
曜
日
の
午
後
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

　

ま
で

保
育
料　

�
通
常
保
育
…
両
親
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

り
、
市
の
定
め
る
「
保
育
園
費
用
徴
収
金

基
準
額
表
（
保
育
園
）」
ま
た
は
「
へ
き
地

保
育
園
保
育
料
徴
収
規
則
に
よ
る
額
（
へ

き
地
保
育
園
）」
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

�
延
長
保
育
…
延
長
保
育
の
利
用
者
は
、
�

日
に
つ
き
�
�
�
円
が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
保
育
園
入
所
申
込
書　

②
在
職
、
内
職
証

明
書　

③　

年
分
の
源
泉
徴
収
票
（
�
月

��

末
ま
で
に
提
出
）
ま
た
は
、
確
定
申
告
書

の
写
し
（
確
定
申
告
終
了
後
に
提
出
）

保育園

　

真
庭
市
内
の
保
育
園
、
幼
児
園
、
幼
稚
園
、
そ
し
て
こ
ど
も
園
で
は
、
平
成　

年
��

度
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
受
付
期
間

内
に
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
保
育
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
、
希
望
す
る
施
設
の
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
育
園 ・ 
幼
稚
園
児
を
募 
集

受
付
期
間  　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

問い合わせ・申し込み先

希望される

保育園、幼稚園、
認定こども園、

各支局・振興局の

市民福祉課
および

子育て健康推進課
（落合庁舎）
℡������������

　　　※申込に必要な書類は、
　　　　上記に用意しています

市立保育園　（※）へき地保育園

月田保育園 ����-��-����北房中央保育園 ����-��-����

富原保育園 ����-��-����北房水田保育園 ����-��-����

美甘保育園 ����-��-����木山保育園 ����-��-����

久見保育園 ����-��-����落合ひまわり保育園 ����-��-����

※二川へき地保育所 ����-��-����河内保育園 ����-��-����

中和保育園 ����-��-����※旦土保育園  ����-��-����

八束保育園 ����-��-����久世保育園 ����-��-����

川上保育園 ����-��-����久世第二保育園 ����-��-����

勝山保育園 ����-��-����

私立保育園

愛慈園（久世）   ����-��-����

美甘保育園



��� Maniwa

保
育
対
象
年
齢

�
北
房
（
阿
口
地
区
を
除
く
）、
久
世
地
区
…

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月
�

��

��

日
生
ま
れ

�
阿
口
幼
稚
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

�
落
合
地
区
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成

��

　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��
休
園
日　

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
ほ
か
、
幼

稚
園
園
則
で
定
め
る
休
業
日

保
育
時
間

�
通
常
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

ま
で
（
各
園
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

�
預
か
り
保
育　

通
常
保
育
時
間
終
了
後
か

ら
午
後
�
時　

分
ま
で
実
施
。
ま
た
、
夏

��

季
休
業
日
は
、
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後

��

�
時　

分
ま
で
実
施
し
ま
す
。

��

保
育
料

�
通
常
保
育　

月
額
�
、�
�
�
円
を
集
金

し
ま
す
。（
年
額
�
�
、�
�
�
円
）

�
預
か
り
保
育　

月
額
�
、�
�
�
円
が
別 

途
必
要
で
す
。
ま
た
、
夏
季
休
業
中
（
�

月　

日
か
ら
�
月　

日
）
の
利
用
は
、
期

��

��

間
あ
た
り
�
�
、�
�
�
円
が
別
途
必
要

で
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　

①
入
園
届　

②
家
庭
環
境
調
査
票

保
育
対
象
年
齢

�
幼
稚
園
部
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成

��

　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��
�
保
育
園
部
…
落
合
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で
生
後
�

��

カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
。
美
川
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
�
月
�
日
現
在

��

で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

休
園
日
お
よ
び
保
育
料

�
幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

�
保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

※
保
育
園
部
の
延
長
保
育
の
利
用
者
は
、
�

日
に
つ
き
�
�
�
円
が
別
途
必
要
で
す
。

保
育
時
間

�
幼
稚
園
部
…
休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

　

分
ま
で

��
※
預
か
り
保
育
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
長

時
間
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
育

園
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
保
育
園
部
…
休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

　

分
ま
で

��
※
保
育
園
部
の
園
児
を
対
象
に
、
午
後
�
時

　

分
か
ら
午
後
�
時
ま
で
延
長
保
育
を
行

��っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

�
幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

�
保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

保
育
対
象
年
齢

　

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年
�
月
�

��

��

日
生
ま
れ

休
園
日

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
ほ
か
、
幼

児
園
園
則
で
定
め
る
休
業
日

保
育
時
間

　

午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時　

分
ま
で

��

��

保
育
料　

　

月
額
�
�
、�
�
�
円

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

①
入
園
願　
 
②
家
庭
環
境
調
査
票

※
城
北
幼
児
園
は
現
在
休
園
中
の
た
め
、
勝

山
支
局
市
民
福
祉
課
ま
た
は
子
育
て
健
康

推
進
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認定こども園 幼稚園

城北幼児園

市立市立幼稚園

天津幼稚園 ����-��-����中津井幼稚園 ����-��-����

久世幼稚園 ����-��-����呰部幼稚園 ����-��-����

米来幼稚園 ����-��-����阿口幼稚園 ����-��-����

樫邑幼稚園 ����-��-����上水田幼稚園 ����-��-����

余野幼稚園 ����-��-����河内幼稚園 ����-��-����

草加部幼稚園 ����-��-����川東幼稚園 ����-��-����

　保育時間については各幼稚園で異なりますので、直接幼

稚園へお問い合わせください。

認定こども園

美川こども園 ����-��-����落合こども園 ����-��-����

川東幼稚園



お 問 い 合 わ せ は 各 担 当 部 局 へ �

車
輌
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
関
係
機

関（
自
衛
隊
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、中
国
電
力
）

に
よ
る
展
示

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

救
急
法
体
験
、
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
、
訓
練
用
消
火
器
に
よ

る
消
火
体
験
、
ミ
ニ
消
防
車
の
乗

車
、
非
常
食
の
試
食
な
ど 

◆
そ
の
他

　

岡
山
県
消
防
防
災
ヘ
リ「
き
び
」

の
飛
来
（
悪
天
候
時
中
止
）、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
炊
き
出
し

◆
問
い
合
わ
せ
先

�
総
務
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
市
消
防
本
部
警
防
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

◆
参
加
機
関

　

真
庭
警
察
署
、
真
庭
保
健
所
、

富
尾
地
区
自
主
防
災
組
織
、
真
庭

市
医
師
会
お
よ
び
医
療
機
関
、
久

世
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
真
庭

市
消
防
団
久
世
方
面
隊
、
岡
山
県

防
災
航
空
隊
、
津
山
圏
域
消
防
組

合
消
防
本
部
、
真
庭
市
消
防
本
部

お
よ
び
真
庭
消
防
署
、
真
庭
市

◆
訓
練
内
容（
一
般
参
加
不
可
）

　

地
震
や
火
災
な
ど
、
�
つ
の
被

災
事
例
を
想
定
し
た
、
参
加
機
関

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
相
互
の
連
携

に
つ
い
て
の
確
認

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

地
震
パ
ネ
ル
、
非
常
持
ち
出
し

品
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消
防

　

真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
一
帯
を
会
場
に
真
庭
市
初
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
市
民
や
公
的
救
助
機
関
が
、
合
同
で
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
特
殊
車

両
の
展
示
や
、
救
急
法
な
ど
、
充
実
の
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
の
現
場
で
は
、
わ
ず
か
な
知
識
や
経
験
の
差
が
大
切
な
命
を
左
右
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

防
災
訓
練
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
命
を
守
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
は
入
場
無

料
で
、
見
学
や
体
験
も
自
由
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

�問
 
 
総
務
部  
総
務
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��
��
��
�
�
�
	

�����

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

写真はイメージです�

 �� 月 �� 日 （ 祝 ）
真庭やまびこスタジアム一帯（三 坂）

入場無料  展示体験コーナーは自由に見学可能

�：��～��：��
小雨決行

���������	
���
　真庭圏域防火委員会は、近年火災による犠牲者が多発していることを重視し、「毎
月一日は防火の日」のプレートを新たに作成しました。真庭市および新庄村の消防
団の協力で、公共施設や集会所、消防機庫などへ掲示し、防火思想の普及啓発を図
っています。毎日が防火デーですが、せめて月に一度は、防火について家族で話し
合ってみましょう。 真庭圏域防火委員会

毎
月 一 日
は
防
火
の
日

　
　
　
　
　
 
真
庭
圏
域
防
火
委
員
会

※内容は一部変更になる場合があります

Maniwa ��



��� Maniwa

��������	�
��
������������　　　　　　　　で　　　　　  �問  久世税務署　℡����-��-����イータックス　 検索

��月��日～��日は「税を考える週間」です。　テーマは 「 ���化・国際化と税 」

特典�◆最高�����円の税額控除
　　平成��年分の所得税の確定申告書の提出を、本人の電子署名および電子証明書を付して、申告期限
内（平成��年�月�日�～�月��日�）にｅ-Ｔａｘを利用して行うと、所得税額から最高�����円の控除
を受けることができます（この適用は、平成��年分から平成��年分の間でいずれか�回）。

特典�◆添付書類を提出省略
　　所得税の確定申告をｅ-Ｔａｘで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票などは、記載内容を入力して
送信することにより、その提出または提示を省略することができます。（確定申告期限から�年間は、添
付書類の提出または提示を求められることがあります。）

特典�◆還付金がスピーディー
　　ｅ - Ｔ ａｘで申告処理された還付申告は、�週間程度で還付金を受け取ることができます。

��������	
��
������������������

期間中、国税庁ホームページに「特集ページ」を開設します。ぜひご覧ください。
詳しくは  国税庁　　　  で    検索

美術工芸展 出展作品募集
�開催期間　平成��年��月��日�～��月�日�　�会場　白梅総合体育館（真庭市下市瀬���-�）
�作品規格（抜粋）　①応募資格は高校生以上とします。　②応募作品は未発表のもので、一人�点までとします。
　③他者の知的財産権を侵害しないものに限ります。　④分野は、木竹、漆、染織、ガラス、硯、人形、紙、
　　七宝、金工、その他工芸作品とします。　
　※工芸作品の中で、陶芸作品については備前市で公募･展示となります。陶芸作品の出展については、
　　第��回国民文化祭備前市実行委員会事務局　備前市西片上�番地  ℡����-��-����  に問い合わせください。

路上アコースティックライブ出演者募集
�開催日時　平成��年��月�日（水・祝）　��：��～��：��　�会場　勝山町並み保存地区（真庭市勝山地内）の随所
�内容　フォークなどのアマチュアミュージシャンによる演奏（ただし大音量の演奏は除く）
�出演団体数など　出演団体数  ��団体程度 ／ 演奏時間  �団体につき��分程度

ホールライブ第�部 出演者募集
�開催日時　平成��年��月�日�  ��：��～��：��　※リハーサルは��月�日� 午前中に行います。
�会場　久世エスパスランド（真庭市鍋屋��-�）〈舞台：間口��㍍、奥行���㍍、高さ��㍍、客席数���席〉
�内容　ロック、ポップスなど、多彩なジャンルのアマチュアミュージシャンによる演奏
　※平成��年��月�日�に開催する「ホールライブ（第�部）」については、ホールライブ（第�部）の出演団体決定後、募
　　集を開始する予定です。
�出演団体数など　出演団体数  ��団体程度 ／ 演奏時間  �団体につき��分以内（準備･入退場時間を含む）
　※路上アコースティックライブおよびホールライブへの出演申し込みは、「出演団体申込書」へ記載のうえ、ＣＤなど
　　の音源と一緒に、平成��年��月��日�までに申し込んでください。
　※出演団体申込書は真庭市のホームページから入手できます。
　※いずれのライブも、応募の数により調整させていただく場合があります。ご了承ください。

問い合わせ先　第��回国民文化祭真庭市実行委員会事務局　（真庭市教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　　〒���-����　真庭市落合垂水����- �　℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����

 第��回 国民文化祭 お か やま ����
 出品･出演の募集が始まります！
　平成��年秋に開催される「第��回国民文化祭おかやま����」。真庭市では、美術展（工
芸）とミュージックフェスティバルが開催されます。今後作品や出演者の募集が始まりま
すが、市民の皆さんからの応募があれば、大変盛り上がりが期待できます。
　そこで、応募の概要をまとめてみました。多数の市民の皆さんに応募いただきますよう 
お待ちしています。※各募集の詳細は、真庭市ホームページ・募集チラシをご覧ください。



M ani w a ��

�������������
������������������
��������������������

�������������
������������������
��������������������

�������������
������������������
��������������������

��������
������������������
��������������������

�������
������������������
��������������������

�������
������������������
��������������������

�������
������������������
��������������������

��������
������������������
��������������������

��������
������������������
��������������������

����������
������������������
��������������������

��������
（総務振興課・出張所）

��������

　

高
瀬
舟
の
発
着
場
跡
と
白
壁
の

町
並
み
で
知
ら
れ
る
歴
史
と
文
化

の
城
下
町
「
勝
山
」。
こ
の
「
勝

山
」の�
い
い
と
こ
�を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
募
集
し
た
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

　

※　

日
と　

日
は
休
館

��

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先   
勝
山
文
化
セ
ン
タ

　

ー  
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

木
材
を
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
切
削
し
、

彫
刻
作
品
に
仕
上
げ
る
「
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
」
の
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
者
の
繊
細
で
巧
み

な
チ
ェ
ン
ソ
ー
さ
ば
き
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�
時

��

��

　
　

分
〜
�
時　

分
、　

日
�　

��

��

��

　

午
前
�
時
〜　

時
��

会
場　

湯
原
グ
リ
ー
ン
広
場

問
い
合
わ
せ
先　

湯
原
観
光
協
会

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

縁
起
の
い
い
、「
虎
」
の
は
り
絵

を
作
り
ま
す
。
手
作
り
の
作
品
を

飾
っ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

ょ
う
。
定
員
は　

名
で
す
。

��

日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�
時

��

��

　

〜
�
時　

分
��

場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま 
に 
わ

会
費　

�
�
�
円

申
込
締
切　
　

月
�
日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
プ

　

ラ
ザ
ま
に
わ

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お
を
中

心
に
、
勝
山
冬
ア
ー
ト　

が
開
催

さ
れ
ま
す
。
現
代
美
術
作
家　

太

田
三
郎
氏
の
展
覧
会
の
ほ
か
、
ア

ー
ト
グ
ッ
ズ
づ
く
り
や
糸
紡
ぎ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら
に
ウ
ッ

ド
カ
ー
ビ
ン
グ
や
竹
細
工
の
実
演

も
行
わ
れ
、
体
験
も
で
き
ま
す
。

開
催
期
間　
　

日
�
ま
で
の
午
前

��

　
　

時
〜
午
後
�
時　

分

��

��

会
場　

ひ
し
お
ホ
ー
ル
、
町
並
み

　

保
存
地
区
の
家
屋
な
ど

※
ひ
し
お
ホ
ー
ル
は
入
場
料
大
人

　

�
�
�
円
が
必
要
。
水
曜
休
館

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
し
お
事
務
局

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
文
化
協
会
久
世
支
部
の

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

�
展
示
の
部　
　

月
�
日

��

　

�
、
�
日
�
、　

日
�
、　

日

��

��

　

�  
午
前　

時
〜

��

�
発
表
の
部　
　

月　

日
�

��

��

　

午
前　

時
〜

��

場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
支
局
総
務

　

振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	
������

����������������

����������������

�����������������

�����������	
���������	


�問  生涯学習課　℡  ������������

���������
�����������
��������

※手話通訳者・要約筆記者がつきます

勝
山
・
い
い
と
こ
見
つ
け
た
絵
画
展

ご
来
場
・
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
真
庭
大
会

間
伐
材
が
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
る

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

来
年
の
干
支  
虎
の
は
り
絵

勝
山
冬
ア
ー
ト

体
験
メ
ニ 
ュ 
ー
が
充
実

日時　��月�日�  ��：��～
場所　勝山文化センター
　　　（入場無料）

講師

�����氏

 「世界がもし���人の村だったら」の著者

人
権
教
育
講
演
会

平
成�

年
度
久
世
文
化
祭

��

活
動
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い

,
��

�
��

��������	
��
������
　��月��日で「即位の礼」から満��年を迎えます。天皇陛下御即位��年をお慶び申し上げ、
皆様の祝意をお伝えすることができるように、真庭市では次のとおり記帳所を設置します。
日時　��月�日�～��日�　いずれも午前�時��分～午後�時��分
場所　真庭市役所（勝山・久世・落合庁舎、蒜山振興局、北房・湯原・美甘支局、
　　　川上・中和出張所）※川上･中和出張所は�日�を除きます。
問い合わせ先　秘書広報課　℡����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����



��� Maniwa

�問  環境課 ℡�����������	

　

真
庭
市
成
人
式
の
開
催
に
あ
た

り
、　

月
中
旬
に
は
、　

月
�
日

��

��

現
在
で
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

に
案
内
状
を
送
り
ま
す
。
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
手
数

で
す
が
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
元
年
�
月
�
日
〜

　

平
成
�
年
�
月
�
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
市
内
に
住
民
票

　

が
あ
る
人
、
ま
た
は
旧
住
所
が

　

市
内
に
あ
る
人
。　

開
催
日
時　

平
成　

年
�
月　

日

��

��

　

�　

午
前　

時　

分
受
付
開
始

��

��

会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
体
育
指
導
員
会
久
世
支

部
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ナ

ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
用
具
は
用
意
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前
�
時

��

��

　

〜
正
午　

※
小
雨
決
行

場
所　

や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム

対
象　

真
庭
市
お
よ
び
新
庄
村
在

　

住
の
小
学
校
�
年
生
以
上
の
人

申
込
方
法　

振
興
局
・
各
支
局
の

　

総
務
振
興
課
に
用
意
し
て
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
久
世

　

支
局
総
務
振
興
課
ま
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
可
）

参
加
費　

一
人
�
�
�
円

申
込
締
切　
　

月
�
日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
支
局
総
務

　

振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　
　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

真
庭
市
民
音
楽
祭
は
、
市
民
が

中
心
と
な
り
実
施
さ
れ
る
音
楽
祭

で
す
。地
域
住
民
の
幅
広
い
交
流
・

連
携
の
場
、
そ
し
て
地
域
の
音
楽

文
化
の
発
展
を
願
っ
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�　

正
午
〜
�

��

��

　

時
（
予
定
）

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先   
真
庭
青
年
会
議
所 

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族

　環境学習施設「アスエコ（岡山
市）」で、身近にできるエコ・お
もしろ体験をしたり、分かりやす
い温暖化のお話を聞きます。楽し
みながら環境について考えてみま
しょう！

開催日　��月��日�
※久世庁舎前に集合し、マイクロ
　バスで移動します
　��：��出発～
　��：��帰着予定
定員　先着��名

環境学習

 「アスエ コ見学会」
参加者募集　　　 　 

��������	


F A X

平
成�

年
度
真
庭
市
成
人
式

��

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会

気
軽
に
ご
参
加
を

真
庭
市
民
音
楽
祭

真
庭
の
音
楽
好
き
が
集
ま
り
ま
す

認
知
症
川
柳
募
集

認
知
症
を
明
る
く
詠
ん
で

参加無料

主催　真庭市体育指導委員会
�問  生涯学習課 ℡������������

4th 真庭市親睦
キン ボール大会
日時　平成��年�月��日�
　　　午前�時開会
場所　白梅総合体育館
部門　一般フレンドリー（中学生

以上）、小学校高学年、小
学校低学年

参加費　�チーム���円（当日集金）
申込期限　平成��年��月�日�

参加
チ ー ム
募集

　勝山スポーツセンターから神庭の滝、勝山のまちなみを巡るコースを�人
のたすきリレーでつなぎます。�人�チームでご参加下さい。

　 　 Ａコース（����㌔）：中学生男子、一般男子の部（高校生を含む）
　 　 Ｂコース（���㌔）   ：小学生（男・女）、中学生女子、一般女子の部（高校生含む）

参加費／社会人チームは�����円　申し込み締め切り/��月��日�
問い合わせ先　同大会事務局（勝山文化センター内）　℡����-��-����

種目

参加チー ム募集

���������� �

を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
認
知
症
を
明
る
く

詠
ん
だ
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
作

品
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
紹
介
し
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
る
こ
と

な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

応
募
方
法　

高
齢
者
支
援
課
、
振

　

興
局
・
各
支
局
の
市
民
福
祉
課

　

に
備
え
付
け
の
用
紙
、
ま
た
は

　

官
製
は
が
き
、
メ
ー
ル
な
ど
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

　

作
品
は
�
枚
の
用
紙
に
�
点
を

　

記
載
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　
　

月　

日
�

��

��

応
募
先　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

真
庭
市
落
合
垂
水
�
�
�
�
―

　

�　

真
庭
市　

高
齢
者
支
援
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

k
o
h
reisy

a
@
city
.m
a
n
iw
a

.lg
.jp

F A X



M ani w a ��

　
　

月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

��
せ
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�
、　

月　

日

��

��

��

��

　

�　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　
��

　

時
〜
午
後
�
時

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し

　

ま
す
。
ま
た
代
理
人
の
場
合
は

　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

予
約
先　

津
山
社
会
保
険
事
務
所

　

年
金
給
付
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
で
は
、
勤
労
者
の
生
活
安
定

を
図
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融

資
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
本
人

　

お
よ
び
扶
養
家
族
の
生
計
を
維

　

持
す
る
資
金
を
必
要
と
す
る
勤

　

労
者
で
、
貸
付
金
の
返
済
が
確

　

実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

※
未
成
年
者
は
親
権
者
の
同
意
が

　

必
要
で
す
。

融
資
限
度
額　

�
�
�
万
円

融
資
期
間　

�
年
以
内

融
資
利
率　

年
�
・　

㌫（
平
成　

��

��

　

年
�
月　

日
ま
で
）
で
、
半
年

��

　

に
一
度
見
直
さ
れ
ま
す
。

保
証
料　

年
�
・
� 
㌫ 
〜
�
・
�
㌫

申
込
先　

中
国
労
働
金
庫
津
山
支
店 

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課　

 　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

Ｄ
Ｖ
や
性
的
嫌
が
ら
せ
、
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
は
、
専
用
電
話
相
談
窓
口
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
秘
密
厳
守
で
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日

��

��

��

　

� 
午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

※
土
日
は
午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

　

調
停
は
、
話
し
合
い
で
も
め
ご

と
の
解
決
を
図
る
手
続
き
で
す
。

勝
山
調
停
協
会
が
、
交
通
事
故
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
に

つ
い
て
の
調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　
　

月
�
日
�　

午
後
�
時

��

　

〜
�
時

場
所　

落
合
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
簡
易
裁
判
所 

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

県 
司 
法
書
士
会
高
梁
支
部 
で 
は
、

同
管
内
の
司
法
書
士
事
務
所
が
な

い
地
区
に
「
無
料
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�
、
平
成　

年

��

��

��

　

�
月　

日
�
、
�
月　

日
�

��

��

　

（
時
間
は
午
前　

時
〜
正
午
）

��

場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
･
会
社
法
人

　

登
記
、
債
務
整
理
、
少
額
訴
訟
、

　

成
年
後
見
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
司
法
書 

　

士
会
高
梁
支
部
長

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校
が

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
年
賀
状
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
定
員
は　

名
で
す
。

��

日
時　
　

月　

日
�　

午
前
�
時

��

��

　
　

分
〜
午
後
�
時

��
会
場　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

　

校
（
津
山
市
川
崎
�
�
�
）

募
集
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

北
部
高
等
技
術

　

専
門
校

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��
�金田病院・落合
���������		
	
�宮島医院（内）・勝山
������������	
��
�勝山病院・勝山
����������	�	
�本山医院（内）・落合
���������	��	
��
�落合病院（内）・落合
���������		


�湯原温泉病院（外）・湯原
�������������
�米田医院（内）・勝山
����������	
�
���
�近藤病院・勝山
������������	
�まにわ整形外科（外）・久世
����������	��
�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		
���
�河本病院・落合
����������	�	
�新庄村診療所（内）・新庄
����������	��
���
�勝山病院・勝山
����������	�	
�前原医院（内）・久世
���������	���
�さとう医院（外）・北房
�������������
���
�金田病院・落合
���������		
	
�米田医院（内）・勝山
����������	
�

��
�湯原温泉病院・湯原
�������������
�本山医院（内）・落合
���������	��	

�������

����������

問い合わせ先
　真庭市産業サポートセンター事務局
　（バイオマス政策課内）
　℡／Ｆ ＡＸ　����-��-����／����

�日　文化の日
�日　立冬
�日　全国火災予防運動
��日　世界平和記念日
��日　七五三
��日　小雪
��日　勤労感謝の日

　岡山の果物のネット
販売を行う。生産者や
商品の「見せ方」にこ
だわった販売手法が評
価され「農商工連携��
選」に選出されている。

�����

※参加は無料ですが、申し込みが必要です

漂流岡山：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｈｙｏｕｒｙｕｕ．ｃｏ．ｊｐ/

講師　阿部憲三氏
「㈲漂流岡山」代表

日時 ��月��日（木）  ������
場所 久世エスパスランド

真庭市産業サポートセンターセミナー

もっと磨ける あなたの事業

WEB で 売 り 込め
『人』と『物』

年
金
相
談

毎
月
第
�
・
第
�
木
曜
日
に
開
催

勤
労
者
融
資
制
度

生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

調
停
相
談
会 
（
無
料
）

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

法
律
・
登
記
な
ど
の
無
料
相
談
会

高
梁
支
部
の
司
法
書
士
が
開
設

専
門
校
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

無
料
の
講
座
を
開
催
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管財課
℡�����������������

�
●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

　

警
察
で
は
、
各
種
の
被
害
相
談

窓
口
を
設
け
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。被
害
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
友
人
か
ら
の
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。
犯
罪
被
害
給
付
制
度

に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
害
相
談
窓
口

�
警
察
本
部

犯
罪
被
害
者
や
家
族
か
ら　

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

被
害
の
未
然
防
止
に
関
す
る
こ
と

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

性
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と　

　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

暴
力
団
に
関
す
る
こ
と
や
情
報

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

少
年
に
関
す
る
こ
と

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

�
真
庭
警
察
署
警
務
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

「
知
ら
せ
よ
う　

こ
こ
に
い
る

よ
と　

反
射
材
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

目
的
に
し
て
、
高
齢
者
交
通
安
全

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
�
つ
の
重
点
目
標
を
参
考
に
、

家
庭
や
地
域
な
ど
で
運
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

重
点
目
標　

①
反
射
材
用
品
な
ど

　

の
活
用
と
安
全
確
認
の
徹
底

　

②
高
齢
運
転
者
標
識
（
高
齢
者

　

マ
ー
ク
）
の
使
用
促
進　

③
高

　

齢
者
保
護
誘
導
活
動
の
促
進　

　

④
電
動
車
い
す
の
正
し
い
利
用

　

の
促
進　
　
　
　
　
　

総
務
課

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主

催
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

��

場
所　

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び  

 　

（
岡
山
市
北
区
下
石
井
�
―

�
―　

）
��

�「
不
況
時
代
の
生
活
設
計
」

　

講
師   
岡
山
県
金
融
広
報
委
員
会

�「
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に
」

　

講
師　

平
野
鷹
子
弁
護
士

申
し
込
み
先　

岡
山
県
消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

   　

�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

※
予
定
者
数
を
超
え
る
場
合
は
、

　

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火

の
元　

に
ら
め
っ
子
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、　

月
�
日
か
ら　

日
ま

��

��

で
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
次
の
�
つ 

の
習
慣
と
�
つ
の
対
策
を
確
認
し
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
防
火

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
�
つ
の
習
慣

①
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
時
は
必
ず
火
を
消
す

・
�
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

②
家
財
な
ど
に
防
炎
製
品
を
使
用

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　
　
　

市
消
防
本
部
・
市
消
防
団

����������	
・デジタルマップ作成業務（建設部都市住宅課）
　アジア航測㈱岡山営業所　���������円
・市道上畝線道路修繕工事（勝山支局総務振興課）　
　㈲古瀬工務店　���������円
・市道長政一本木線導水･配水管移設工事
　㈲アイコー　���������円
・月田本地区（�工区）配水管移設工事
　㈱三木工務店　���������円
・見尾地区配水管布設工事　㈱三協商建  ���������円
・城内浄水場中央監視装置整備工事
　山縣電機工業㈱　����������円
　※上記�件は上下水道部水道課
・市道堂の前湯船線用地測量業務（蒜山振興局産業建設
　課）　大島技術コンサルタント㈱　���������円
・市道下田原東線舗装新設工事  ㈱富松組   ���������円
・市道鹿田木山線（坂本）舗装修繕工事
　海邊建設㈱真庭営業所　���������円
　※上記�件は落合支局総務振興課
���������	

・市道長政一本木線（�工区）道路改良工事（建設部建設課）
　山本設備工業㈱　����������円
・市道長政一本木線（�工区）道路改良工事（建設部建設課）
　三壽工業所㈱　����������円
・金屋地区（�工区）管渠工事  
　㈱川西工務店  ����������円
・法界寺地区（�工区）管渠工事
　㈱ホクセツテクノ　����������円
・金屋地区（�工区）管渠工事  ㈱平田建設  ����������円
　※上記�件は上下水道部下水道課
��������	�

・川上地区量水器等交換工事（上下水道部水道課）　
　㈲志賀電気工事　���������円
・八束地区量水器等交換工事（上下水道部水道課）　
　森田電器　���������円
���������	
・橋梁点検（南工区）業務（建設部維持管理課）
 　㈱エイト日本技術開発　 ���������円
・市道粟村線道路改良工事　㈲オーエム　���������円 
・市道延風線道路復旧工事　㈲柴田組　���������円
　上記�件は建設部建設課 
・公共下水道赤野地区（�工区）実施設計（詳細設計）業務
　（上下水道部下水道課）   
　㈱日本都市工学設計   ����������円 
・川上簡易水道老朽管改良工事（上下水道部水道課）
　㈱柴田工務店　����������円 
・川上簡水配水池詳細設計業務（下水道部水道課）
　㈱日本都市工学設計　���������円 
・市道高鶴部境線送配水管移設工事（上下水道部水道課）
　山本設備工業㈱　���������円 
・真庭市新本庁舎ボイラー設備工事（総務部総務課）
　斎久工業㈱岡山支店　����������円
・市道堂の前湯船線道路改良工事（蒜山振興局産業建設課）
　山乗建設㈱　����������円 
���������	
・真庭市都市計画道路見直し検討業務（建設部都市住宅課）
　㈱エイト日本技術開発　���������円 
・真庭市景観計画策定業務（建設部都市住宅課）
　㈱エイト日本技術開発　���������円 

※次のページに続きを掲載しています。

F A X

犯
罪
被
害
者
週
間

�

��

�
�
��

�
�
�
�
�
�

��

��

��

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動

家
庭
や
地
域
で
実
践
を

第
�
回
消
費
生
活
講
座

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
ろ
う

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

火
の
用
心
を
忘
れ
ず
に



今
月
の
テ
ー
マ

（
�
月
号
で
募
集
）

�
�
�

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

手
ま
り
で
美
甘
を
盛
り
上
げ
た
い

湯
浅
晴
子
さ
ん（
美
甘
）

Maniwa ��

手まり講習会の様子（右が湯浅さん）

　

わ
た
し
た
ち
手
ま
り
同
好
会

は
、
毎
月
の
「
手
ま
り
教
室
」
の

開
催
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
作
品

展
示
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
続
け

る
団
体
で
す
。
�
月　

日
に
は
美

��

甘
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し

て
講
習
会
を
開
催
。
市
内
各
地
か

ら
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

月
と
年
明
け
に
も
同
講
習

��

会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
「
美
甘
の
手
ま
り
」
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会

員
一
堂
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

櫻
木
坊
天
狗
太
鼓
の
奏
者
を
父

に
持
つ
わ
た
し
は
、�
歳
の
と
き

か
ら
小
天
狗
太
鼓
と
い
う
子
ど
も

グ
ル
ー
プ
で
太
鼓
を
習
っ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
そ
の
小
天
狗
太
鼓

も
中
学
生
の
と
き
に
解
散
。
そ
れ

で
も
太
鼓
が
好
き
で
、　

歳
で
父

��

と
同
じ
天
狗
太
鼓
に
加
入
し
ま
し

た
。
今
は
真
庭
を
離
れ
て
い
る
の

で
毎
日
の
練
習
に
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
が
、
一
人
コ
ツ
コ
ツ
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。　

月
に
は
湯
原

��

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
初
公
演
を

　

河
内
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
取

り
組
ん
で
い
る
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ

ャ
づ
く
り
に
、
今
年
初
め
て
挑
戦

�

月
の
初
公
演
�
初
陣
�

��

山
邊
由
貴
さ
ん（
本
庄
）

グループで紅一点の山邊さん

先
輩
に
習
い
、う
れ
し
い
結
果
に

河
田
文
子
さ
ん（
中
河
内
）

����（前ページからの続き）
��������	


・津黒高原ペアリフト支曳索交換工事（蒜山振興局総務
　振興課）　安全索道㈱　 ���������円 

��������	


・旭水苑槽外型ポンプ定期修理工事（旭水苑）
　昇テクノサービス㈲　���������円 

���������	


・旧勝山焼却施設解体工事（市民生活部環境課）
　エヌエス日進㈱　����������円

���������	


・市道長坂線路線測量業務　
　㈲ダイサン　���������円
・市道古見中河内線道路改良工事
　谷口建設㈱　����������円
・市道荒田若代線道路改良工事
　㈲西尾重機　����������円
・市道見尾神庭線舗装新設工事
　㈲横辺工務店　����������円
・市道下市瀬下方線（�工区）舗装改築工事　
　㈱富松組　����������円 
・市道三谷線三谷橋測量設計業務
　復建調査設計㈱岡山支社　���������円
・市道高鶴部境線法面工事   
　中国防災工業㈱   ���������円
　※上記�件は建設部建設課
・橋梁点検（北工区）業務（建設部維持管理課）　
　パシフィックコンサルタンツ㈱岡山事務所　���������円
・北房ダム基幹水利施設修繕工事（産業観光部農林土木課）
　山本設備工業㈱　����������円
・広域農道木山街道道路災害防除工事（産業観光部農林土木課）
　松尾工業㈱　���������円
・勝山地区（�工区）浄化槽設置工事（上下水道部下水道課）
　㈱三協商建　���������円
・落合地区（��工区）浄化槽設置工事（上下水道部下水道課）
　㈲山本水道　���������円
・湯原地区（�工区）浄化槽設置工事（上下水道部下水道課）　
　古林建設㈱　���������円
・久世中学校内配水管移設工事（上下水道部水道課）
　㈱岡田組　���������円
・市道花園線舗装改築工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈱吉田組真庭営業所　����������円
・市道垂水ヶ丘線側溝修繕工事（落合支局総務振興課）
　谷口建設㈱　����������円
・市道北野前線路肩修繕工事（落合支局総務振興課）
　田原建設　���������円

�����������

・市道見尾神庭線（大杉�号橋）旧木造橋撤去工事
　（建設部建設課）　㈱青木建設　���������円
・吉水路改修工事　㈱福島工務店　���������円
・林道大久奈線法面復旧工事　㈲角南組　���������円
　※上記�件は産業観光部農林土木課
・公共下水道江川地区実施設計（詳細設計）業務（上下水
　道部下水道課）   ㈱エイト日本技術開発   ����������円
・市道渋谷線舗装修繕工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈲真庭舗装　���������円
・市道富掛田�号線舗装修繕工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈱吉田組真庭営業所　���������円
・市道荒井田羽根線舗装修繕工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈲横辺工務店　���������円
・市道福井線舗装修繕工事（湯原支局総務振興課）
　㈲トシタカ　���������円 

行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
観

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。



こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読

ん
で
の
ご
意
見
、
お
便
り
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

冬
に
は
鍋
が
付
き
物
。
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
鍋
を
食
べ
て

い
ま
す
か
。
調
理
方
法
や
味

付
け
、
具
の
内
容
な
ど
、
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
食
べ
方

も
大
歓
迎
で
す
。

�
川
柳
の
兼
題
は

　
�
�
光
る
�

�
イ
ラ
ス
ト 
や
絵
は
が
き

�
広
報
ま
に
わ
へ
の
ご
意
見

や
ご
感
想
、
ま
た
皆
さ
ん
の

身
近
な
出
来
事
な
ど
も
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
市
内
で
開
催

さ
れ
た
行
事
に
参
加
し
た
感

想
で
も
結
構
で
す
。

テ
ー
マ
は

�
我
が
家
の
鍋
��で
す
。

��� Maniwa

　

お
便
り
は
、
同
封
し
た
は
が

き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
川
柳

の
締
め
切
り
は　

月　

日
�
で

��

��

す
。

し
ま
し
た
。
初
め
て
な
の
で
大
き

な
も
の
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
育
て
方
を
先

輩
ク
ラ
ブ
員
に
習
う
う
ち
、
み
る

み
る
大
き
く
な
り
、　

 
㌔ 
も
の
立

��

派
な
カ
ボ
チ
ャ
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
は
今
年
と
同

じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う

が
、一
つ
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

傘
踊
り
、
西
組
の
ソ
ー
ラ
ン
、
上

市
瀬
・
旭
川
組
の
餅
ま
き
な
ど
で

盛
り
上
が
り
、
全
員
参
加
の
ビ
ン

ゴ
大
会
で
豪
華
景
品
を
も
っ
て
帰

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
だ
ん
じ

り
が
タ
イ
ム
を
競
う
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
「
早
駆
け
天
神
」
で
は
、

若
衆
の
勇
壮
な
走
り
に
会
場
が
沸

き
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の 

掛
け
声
が
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

�
月
号
の
読
者
の
広
場

お
便
り

お
待
ち
し 
て
い
ま
す
!

　

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
幅

約　
 
㌢ 
も
の
大
き
な
ハ
タ
ケ
シ
メ

��
ジ
の
株
を
見
つ
け
ま
し
た
。
見
つ

け
た
の
は
、
二
川
地
区
の
多
目
的

施
設
「
こ
う
ふ
く
村
（
粟
谷
）」
の

敷
地
内
。場
所
が
場
所
で
す
か
ら
、

な
ん
だ
か
幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
そ

う
な
気
が
し
て
、
近
所
の
人
た
ち

に
お
す
そ
分
け
し
ま
し
た

盛
り
上
が
っ
た
秋
季
大
祭

妹
尾
光
仁
さ
ん（
上
市
瀬
）

▼

PN  えぬ

▼

清水万結

▼

ゆあさ  こうよう

▼

PN  MU

　

垂
水
神
社
秋
季
大
祭
が　

月
��

　

、　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。　

��

��

��

日
の
本
祭
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

催
し
を
終
え
た
各
組
が
、
夕
刻
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
集
合
。
栄
組
の 目を見張る大きさ（過去の展示会の様子）

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

岡
田
篤
典
さ
ん（
下
方
）

清掃作業の様子

　

サ
ニ
ー
団
地
自
治
会
で
は
、
�

月　

日
の
町
内
一
斉
清
掃
で
カ
ー

��
ブ
ミ
ラ
ー
を
掃
除
し
ま
し
た
。
普

段
は
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の

で
す
が
、
地
域
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
見
え
に
く
く
て
危
な
い
と
い
う

意
見
が
出
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
こ
の
日
は
背
の
高
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
で
も
綺
麗
に
掃
除
で
き
る

よ
う
に
道
具
を
工
夫
し
た
り
、
タ

ン
ク
で
水
を
運
ん
だ
り
し
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
参
加
し
た

　

人
が
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

��幸
せ
を
運
ぶ　

キ
ノ
コ

（？）

花
本
卓
士
さ
ん（
粟
谷
）見つかったハタケシメジの株

若衆の走りが会場を沸かせた早駆け天神
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真庭市 ��������	
　 〒���-����　真庭市落合垂水���
　 ℡����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　 開館時間  平日�：��～��：��  土･日･祝祭日  �：��～��：��
　 休館日　毎月第�火曜日、年末年始

今月の新しい本住
民
の
気
持
ち
は
一
つ

美
甘
守
武
さ
ん（
本
郷
）

　

「
勝
山
の
旭
川
を
美
し
く
す
る

会
」の
世
話
人
を
務
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
環
境
衛
生
民
間
指
導
者
研

修
会
で
、
県
民
局
長
表
彰
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
会
は
、
昭
和　
��

年
代
の
自
警
団
が
形
を
変
え
今
に

続
く
組
織
で
、昭
和　

年
以
降
は
、

��

毎
年
�
月
に
旭
川
流
域
の
住
民
で

一
斉
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

時
は
約
�
�
�
人
も
い
た
参
加
者

も
、
高
齢
化
な
ど
で
今
は
約
�
�

�
人
ま
で
規
模
縮
小
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
「
身
近
で
限
り
な

い
恩
恵
を
与
え
続
け
て
く
れ
る
旭

川
を
、
よ
り
美
し
く
し
て
後
世
に

伝
え
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
衰

え
る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
。

貴
重
な
情
報
交
換
の
場
で
す

　

桑
木
公
子
さ
ん
、恭
司
さ
ん
、直

希
さ
ん
、ひ
な
子
さ
ん
、恒
太
さ
ん
、

和
真
さ
ん（
草
加
部
）

　

真
庭
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
の

合
同
お
楽
し
み
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
が
所
属
す
る
学

童
ク
ラ
ブ
「
草
加
部
ハ
ピ
ハ
ピ
キ

ッ
ズ
」は
今
年
設
立
し
た
ば
か
り
。

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
と

交
流
を
深
め
、
苦
労
話
や
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
と
同
時

に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
新
し
い
友
達
が

で
き
て
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

と
て
も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

湯
･
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
楽
し
い

金
佐
政
彦
さ
ん（
田
羽
根
）

　

湯
･
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
行

委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
は
住
民
の
参
加
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
か
ら
、「
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
」
を
一
番
に
考
え

て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で

反
省
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今

の
時
代
に
合
っ
た
、
地
域
に
根
ざ

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
わ
た
し
は
梅
の
種
飛

ば
し
を
担
当
。
も
っ
と
種
の
大
き

な
品
種
を
選
べ
ば
よ
か
っ
た
、
と

と
て
も
反
省
し
て
い
ま
す
。

「あなたが生まれた夜に」
ナンシー・ティルマン 作／朝日新聞出版

「この世でたったひとつのあな
ただけの物語がはじまるわ」。赤
ちゃんの誕生を祝福する夜を
描く、心が優しくなれる絵本。
命の大切さを教えたい子ども
への読み聞かせに、また大切な
ことを忘れかけた大人にも…。

図書室開館時間変更のお知らせ

��月より、土曜日・日曜日・祝祭日の
閉館時間を変更します。

（変更前）午前�時～午後�時��分
（変更後）午前�時～午後�時��分

「おばあちゃんの絵てがみ」
そうま こうへい作･絵／PHP研究所

「おへんじまだかな？」。ゆきち
ゃんは郵便受けを見に行きま
した。おばあちゃんの絵てがみ
が入っていますように…と心
の中で今日もつぶやきます。お
ばあちゃんと女の子の心あた
たまるお話です。

「つくってあそべる ！
  おりがみおもちゃ」
いまい みさ著／講談社

身の回りにあるティッシュボックス・
牛乳パック・ペットボトルのふたがか
わいいおうちや動物、ケーキや人形
に大変身！簡単で、楽しいおもちゃが
すぐできます。工作が苦手なあな
たも工作が好きになれるはず…。

「ステップ」
重松  清 著／中央公論新社

結婚�年目、妻が逝った。残さ
れた「パパと娘」の新しい生活
…。泣いて笑って少しずつ前
へ。育て、育てられ、一緒に成
長する父と娘の成長物語です。

▼

PN 茶川

▼

PN 定春

▼

PN  なーこ



川 柳  「宿」
性
格
が
丸
見
え
宿
の
バ
イ
キ
ン
グ　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

宿
に
着
き
手
持
ち
無
沙
汰
の
老
夫
婦　
　
　

田
渕
昭
二　
　

多
田

宿
帳
に
始
め
て
並
ぶ
二
人
の
名　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

 
鞘 
の
中
豆
食
う
虫
が
宿
っ
て
る　
　
　
　
　

植
田
百
合
江　

阿
口

さ
や宿

に
着
き
風
呂
よ
り
先
に
酒
を
入
れ　
　
　

橋
本
一
男　
　

久
世

旅
の
宿
ス
ト
レ
ス
置
い
て
荷
も
軽
く　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

山
中
に
昔
を 
称 
え
る
隠
れ
宿　
　
　
　
　
　

岡
本
貞
光　
　

津
山
市

た
た

還
暦
が 
集 
う
て
語
り
尽
き
ぬ
宿　
　
　
　
　

清
泉　
　
　
　

鉄
山

つ
ど

故
郷
の
父
思
い
出
す
宿
の
下
駄　
　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

生
き
て
行
く
苦
楽
持
ち
寄
る
宿
灯
り　
　
　

田
中
久
栄　
　

久
世

同
窓
会
つ
き
ぬ
か
た
ら
い
旅
の
宿　
　
　
　

岸
本
三
子　
　

下
河
内

一
夜
だ
け
主
婦
捨
て
に
来
る
旅
の
宿　
　
　

狩
谷
博
子　
　

社

し
み
じ
み
と
苦
労
ね
ぎ
ら
う
旅
の
宿　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

宿
場
町
昔
の
名
残
残
し
つ
つ　
　
　
　
　
　

前
濱
範
光　
　

久
世

宿
帳
に
初
め
て
書
い
た 
夫
婦 
の
名　
　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

ふ
た
り

旅
の
宿
お
国
言
葉
が
温
か
い　
　
　
　
　
　

菊
池
千
恵
子　

本
郷

宿
場
町
昔
の
話
聞
こ
え
そ
う　
　
　
　
　
　

佐
藤
巷
江　
　

蒜
山
上
長
田

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��
�

��

�
�

選：勝山川柳会　原　健裕さん
��������	
��

��� Maniwa

真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

PN  LOVE

▼

PN ゆきぴょん

甘酒
　秋の収穫期には各地で、新米がとれ
たお祝いに新米で麹をつくり、甘酒を
仕込みんで、お供えしたり家族で飲ん
でいたそうです。

今月のレシピ
提供は

牧野晴美 さん
（八束支部）

・もち米…�合　
・水…�合　
・こうじ…���ｇ
・塩…�ｇ
・塩・しょうが…仕上げにお好みで

 材料 （約４０杯分）

 作り方

①もち米を洗い、炊飯器でおかゆを作り、
ふたを開けてかき混ぜ、こうじが死滅
しない��～��℃くらいに冷ます
②こうじをおかゆに入れる
③②をよく混ぜ合わせ、表面にのみ塩を
尾ふりかける。
④炊飯器の保温スイッチをいれたまま、
炊飯器のかまに乾いたふきんをかけ、
炊飯器のふたを閉める。
⑤温度を��～��℃ くらいに保ちながら、
途中�～�回かき混ぜ、�～��時間で
できあがる。
⑥お湯でのばし、好みで少量の塩としょ
うがを入れる

��������������
　エネルギー ���ｋｃａｌ　たんぱく質���ｇ
　脂質���ｇ  炭水化物�����ｇ    塩分 ���ｇ

川
下
り
で
自
然
の
雄
大
さ
感
じ
る

　

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
提
唱
し
、
活
動
を
続
け
る
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
真
庭
と
真
庭
遺
産
研
究
会
が　

月　

日
、
蒜
山
地
区
な

��

��

ど
で
「
自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
市
内
な
ど
か
ら
参
加
し
た
約　
��

人
の
親
子
連
れ
ら
が
、
鳥
取
県
自
然
体
験
塾
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
よ

り
、
川
下
り
や
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

今
月
の���



健康のススメ�

　

運
動
不
足
は
血
液
の
流
れ
を
悪

く
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
余
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
さ
せ
る
た

め
、
肥
満
や
動
脈
硬
化
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
骨
や
筋
肉
な
ど
の

機
能
も
低
下
さ
せ
る
の
で
、
生
活

習
慣
病
に
か
か
り
や
す
い
体
を
つ

く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
有
酸
素
運
動
（
楽
に
呼

吸
が
で
き
、
筋
肉
に
十
分
酸
素
を

送
り
込
め
る
運
動
）
を
生
活
に
取

り
入
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
無

理
な
く
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

手
軽
な
運
動
で
す
。
ま
ず
は
い
つ

も
よ
り
�
千
歩
（
約　

分
間
）
多

��

く
歩
く
よ
う
に
意
識
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
慣
れ
て
き
た
ら

徐
々
に
歩
数
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
筋
力
を
高
め
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
基
礎
代
謝
を
上

げ
る
た
め
、
太
り
に
く
い
体
を
つ

く
り
ま
す
。

　

「
若
い
か
ら
大
丈
夫
」と
思
っ
て

い
る
人
は
要
注
意
。
若
い
う
ち
か

ら
日
常
生
活
に
、
有
酸
素
運
動
や

簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取

り
入
れ
て
、
生
活
習
慣
病
に
な
り

に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

お話：健康運動実践指導者 炭山優子さん  �����������	�����������	�


�

生活習慣病予防 のために

適度な運動 を しよ う ！

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い

健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に

���������	

自宅でできる手軽な�つの基礎筋力トレーニングを紹介します。体力に応
じて、��回から��回を�から�セット、週�回以上行うとより効果的です。

【腕立て伏せ】
ひざを床につけて、ゆっくりとひじを曲げ、�秒間、そのまま
の状態を保ち、もとに戻す。この動作を繰り返す。呼吸を止め
ずに、反動をつけず、ゆっくりと筋肉を意識しながらおこない
ましょう。胸や腕の筋肉に効果的です。

【スクワット】
肩幅ぐらいに足を広げ、いすに
座るようにゆっくりしゃがんで
立ち上がります。ひざがつま先
より出ないようにしておこない
ましょう。足腰を鍛えるのに効
果的です。

【腹筋運動】
仰向けで膝を立てた状態から、手は、ももの前か、頭の後ろで組むようにします。そ
して、ゆっくり息を吐きながら、上体を起こします。おへそを見るようにして床
から肩甲骨が浮く程度まで起こします（動作がきつく感じる人は、無理に上げる
必要はありません）。起こしたら、ゆっくりと上体を戻していきます。

【背筋運動】
手足を伸ばしてうつぶせの状態から、対角線上の
手と足（右手の場合は左足）をゆっくり上げ、�
～�秒キープして戻します。ひざやひじを曲げな
いで交互に行いましょう。

��������	
��
健康づくりの目標として今よりも � 千歩多く。数字だけ見ると難しく思われるかもしれませんが、
一度に行うのではなく、こまめに体を動かすほうが目標を達成しやすいものです。�度に��分で
も、��分を�回でも効果は同じ。自分の生活に合わせた方法で行うことをお勧めします。

※持病がある人が運動する場合は、必ず主治医と相談してから行うようにしてください。

①視線は遠くにあごは引く　②肩の力を抜く　③胸を張る　④背筋を伸ばす
⑤腕は前後に大きく振る　⑥歩幅はできるだけ広くとる　⑦かかとから着地　⑧足を伸ばす

正しい歩き方
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Ｒ４８２�

Ｒ１８１�

Ｒ１８１�

Ｒ３１３�

Ｒ３１３�

Ｒ３１３�

中国自動車道�

岡山自動車道�

湯原IC

蒜山IC

落合IC

北房IC

米子自動車道�

久世IC

し
込
ん
で
お
り
、
舌
も
別
部
品
で

下
顎
の
内
面
に
釘
で
止
め
て
い
ま

す
。
頭
頂
部
と
顔
面
部
は
漆
で
接

合
さ
れ
、
裏
面
か
ら
麻
布
を
貼
っ

て
固
め
て
お
り
、
頭
頂
の
周
辺
と

中
央
部
に
小
さ
な
円
形
の
孔
を
あ

け
、
シ
ュ
ロ
の
毛
を
黒
色
に
染
め

た
も
の
を
頭
髪
と
し
て
植
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
面
は
黒
漆
で
塗

ら
れ
、
目
の
玉
と
歯
は
金
色
に
、

目
の
縁
と
唇
、
口
の
中
と
舌
な
ど

は
朱
の
漆
で
着
色
さ
れ
、
眉
を
よ

せ
て
「
カ
ッ
」
と
目
を
み
ひ
ら
く

表
情
を
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
の
右
側
に
「
河
内
源
左
衛

門
尉
、
大
願
主
」、
左
側
に
「
延
徳

二
年
庚
戌
八
月
十
四
日
」
と
墨
書

に
よ
る
銘
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

延
徳
�
年
（
�
�
�
�
）
�
月　
��

日
は
高
田
地
頭
六
代
目
の
三
浦
貞

明
が
篠
向
城
を
攻
撃
し
て
い
た
と

き
で
、
高
田
の
支
城
で
あ
る
則
行

城
主
の
河
内
氏
が
武
運
長
久
祈
願

の
た
め
別
当
寺
に
奉
納
し
た
も
の

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で

す
が
、
保
存
状
態
も
よ
く
当
時
の

様
式
が
よ
く
わ
か
る
資
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
昭
和　

年
�
月
�
日

��

に
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
現
在
は
勝
山
郷
土
資
料
館
で

保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

　

勝
山
の 
岩  
井  
谷 
地
区
に
所
在
す

い
わ 

い 

だ
に

る 
別  
当  
寺 
に
、
中
世
期
よ
り
伝
わ

べ
っ 

と
う 

じ

る
一
頭
の
獅
子
頭
が
あ
り
ま
す
。

別
当
寺
と
い
う
の
は
、
神
社
と
寺

が
合
わ
せ
て
信
仰
の
対
象
に
さ
れ

て
い
た
江
戸
時
代
以
前
に
、
神
社

に
付
属
し
て
置
か
れ
た
寺
の
こ
と

で
、
神
宮
寺
や
神
護
寺
、
宮
寺
な

ど
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
岩
井

谷
の
別
当
寺
は
王
子
権
現
社
に
置

か
れ
た
真
言
宗
の
寺
院
で
、
山
号

を 
嶺  
覚  
山 
と
い
い
ま
す
。　
　

り
ょ
う 

か
く 

ざ
ん

　

こ
の
獅
子
頭
は
木
彫
り
に
よ
り

作
ら
れ
、高
さ　

㌢
、幅　

・
�
㌢
、

��

��

奥
行
は
最
大
で　
 
㌢ 
と
い
う
大
き

��

さ
で
す
。
詳
し
く
み
て
み
る
と
、

頭
頂
部
・
顔
面
部
・
下
顎
部
の
三

つ
の
部
位
で
構
成
さ
れ
、
耳
は
別

部
品
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
を
差

�����������

真庭市の�

文化財� ��

さまざまな製作上の工夫がみられる獅子頭

●

県指定重要文化財（彫刻）

����������

●

別当寺

勝山郷土資料館
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蒜
山
の
秋
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
蒜

山
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
が　

月　
��

��

日
、
蒜
山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
発
着
点

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

回
目
と
な
っ
た

��

今
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
過
去
最
高
と
な

る
約
�
千
�
�
�
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
。
ハ
ー
フ
、　

㌔
、�
㌔
、�
㌔
の
�
コ
ー

��

ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
走

り
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
心
地
よ
い

一
日
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
か

ら
は
「
涼
し
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
〜
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

約���人が出走したハーフの部のスタート

旧湯原町の花「梅」にちなんで行われた「梅の種飛ばし大会」

　

落
合
地
域
の
民
家
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
、
事
業
所
な
ど
に
自
慢
の
作
品
を
展

示
す
る
「
ま
ち
か
ど
展
覧
会
」
が
�
月　
��

日
か
ら　

月
�
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

��

落
合
文
化
協
会
が
ア
ー
ト
で
ま
ち
お
こ
し

を
テ
ー
マ
に
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果

を
披
露
し
よ
う
と
始
め
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

も
今
年
で
�
回
目
。
会
場
も
期
間
以
外
を

含
め
る
と
約　

カ
所
に
増
え
、
訪
れ
た
人

��

た
ち
は
、
行
く
先
々
で
の
温
か
い
も
て
な

し
と
た
く
さ
ん
の
作
品
に
触
れ
な
が
ら
、

芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

蒜
山
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

過
去
最
高
の
参
加
者
数
を
記
録

第�回落合まちかど展覧会

地域がまるごと美術館に

湯
・
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
開
催

笑
顔
の
絶
え
な
い 
一 
日
に

　

湯
原
地
区
の
住
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
「
湯
・
バ
ラ
リ
ン
ピ
ン
ク
」
が　

月
�

��

日
、
湯
原
中
学
校
と
湯
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
く
体
を
動
か
し
、

住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
健
康
増
進

も
図
ろ
う
と
、
同
実
行
委
員
会
が
主
催
。
地

区
別
に
参
加
し
た
約
�
�
�
人
は
、
ペ
タ
ン

ク
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど
の
お
な
じ
み
の
種

目
か
ら
、
ス
リ
ッ
パ
卓
球
や
梅
の
種
飛
ば
し

な
ど
、
湯
原
ら
し
さ
と
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の

競
技
、
あ
わ
せ
て
�
競
技
に
分
か
れ
て
高
記

録
を
目
指
し
ま
し
た
。

田原地域の子どもから大人まで多くの人が作品を展示する 躬  行 邸（旧高田邸）
きゅう こう



まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています��� Maniw a

　

中
四
国
の
特
産
品
が
集
結
す
る
「
海
の

市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭
」が　

月　

日
、

��

��

蒜
山
上
福
田
の
特
設
会
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。会
場
に
は
岡
山
、鳥
取
、島
根
、香
川
、

高
知
各
県
か
ら
参
加
し
た
�
�
�
団
体
の

テ
ン
ト
が
並
び
地
域
自
慢
の
品
々
を
販
売
。

真
庭
市
か
ら
も　

団
体
が
出
店
し
、
農
畜

��

産
物
や
加
工
品
、
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
当
日
は
約
�
万

人
の
人
出
で
賑
わ
い
、
話
題
の
ご
当
地
グ

ル
メ
、
蒜
山
焼
そ
ば
や
津
山
ホ
ル
モ
ン
う

ど
ん
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

長蛇の列が絶えなかった「蒜山焼そば」のテント

海
の
市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭

ご
当
地
の
味
を
求
め
て
�
万
人

　

両
親
共
働
き
世
帯
な
ど
、
放
課
後
の
居

場
所
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
預
か

る「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」。
こ
う
し
た
市

内
の
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
る
真
庭
市
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
が　

月
�
日
、
津
黒
い

��

き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
「
合
同
お
楽
し

み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
相
互
の
交
流

や
児
童
の
思
い
出
づ
く
り
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
市
内
の
親
子

約　

人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
川
遊
び

��
や
宝
探
し
を
楽
し
み
、
保
護
者
ら
は
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「スタート ！ 」宝探しで一斉に駆け出す子どもたち

真
庭
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

お
楽
し
み
会
で
交
流
深
め
る

�／�� かつては貴重なたんぱく源でした
津黒いきものふれあいの

里で、はちのこ試食会が開

催されました。飽食の今、

昔の食材をもう一度見直

そうと同里が企画。��人

が参加し、調理されたキ

イロスズメバチの幼虫や

さなぎなどを食べました。

�／�� 土俵際での一進一退の攻防
真庭市すもう大会（市体協

相撲部主催）が勝山中学校

で開かれました。市内と鳥取

県の小中学生や一般参加

者などあわせて��人が参

加。選手の最後まであきらめ

ない姿に、会場からは拍手や

声援が送られていました。

�／�� 古新聞がエコバッグに大変身
環境課主催の環境学習「新

聞紙エコバッグ教室」が落

合公民館で開かれました。

参加した��人は、ＮＰＯ法人

エコネットワーク津山の講師

から指導を受け、古新聞を

折って張り合わせたりしなが

らバッグを完成させました。

��／� 地産地消フェアで地元農畜産品��
第�回ＪＡまにわ地産地消

フェアが�日、久世エスパス

土広場で開かれました。真

庭の農畜産物の魅力をも

っと知ってもらおうとＪＡま

にわが初開催。新鮮な地

元農畜産物を求めて多く

の人が詰め掛けました。

��／�� 満開のコ スモスに包まれて
コスモス広場（上水田）で

北房コスモスまつりが開催

されました。満開のコスモス

が迎える中、ステージイベ

ントや特産品の販売など

が行われ、訪れた約�万人

の来場者は、秋のうららかな

一日を満喫していました。
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広
報 
ま
に
わ   
●
月
号

　
���

　無性にきれいな風景を見たいと思うようにな
り、手始めに早起きして地元の雲海スポットへ
足を運ぶことにしました。何度か無駄足も踏み
ましたが、それでも良いチャンスに出会えたと
きは感動しました。ああいうときって、「時間
を忘れる」という言葉がぴったりきますよね。
おかげで仕事に遅刻しそうになりました。 ◯佳 

　最近は「よっこらせ」とか「よいしょ」とい
う掛け声が口癖です。というのも先日、またま
た持病のギックリ腰を再発。ふとした瞬間腰に
電撃が走り、そのまま崩れ落ち、二日間は歩く
のもままならず寝たきり状態。どうやら脚力の
衰えが要因の一つだとか。そういえば運動不足
は否めないかも。健康のススメで運動について
触れています。まずは昼休みなどを利用して、
いつもより�千歩多く歩くことから始めます。
冬の遊びのためにも。 �辰 

※�久  さんは今月の編集後記はお休みします。

が� 編集後記�

お 
っ
、 ��
真
庭
観
光
連
盟
��の

ホ 
ー
ム
ペ
ー
ジ 
が 

お
も
し
ろ
く 
な 
っ 
た 
ね
。

　真庭観光連盟のホームページが華やかに生まれ変わりました。

　従来のイベント案内に加え、市内の地域情報や最新情報が担当者の日記形式で掲

載されるほか、コメントをやり取りすることもできる「真庭ブログ」、また、「麺街

道まにわＭＡＰ」など、一つのテーマに絞り込んでの情報提供や、「おすすめコー

ス」の設定による、遊び方に合わせた観光ルートの提案、さらに、豊かな自然を美

しい写真で紹介する「四季の絶景」など充実の内容で、真庭のことを、より深く知

ることができます。

真庭観光連盟ホームページ　������������	
��
�������

または、 まにわへいこう　   で

※ホームページをご覧になるには、インターネットに接続できる環境が必要です。

検索

エコ キャンドル
募集中

　今年度も、クリスマスとバレンタインの
両時期に湯原温泉郷で「キャンドルファン
タジー」を開催するにあたり、温泉街を飾
るエコキャンドルを作っていただける人
（団体）を募集します。申し込み用紙に作り
方を記載しています
ので、未経験でも大丈
夫です。どしどしお申
し込みください。
　申し込み用紙は、市
役所窓口またはホー
ムページから入手で
きます。

�問  商工観光課　 ℡����-��-����


